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本邦産自亜紀ウニ化石
田　中　啓　策＊

TANAKA，Keisaku（1984）　Appra圭sal　of　the　Cretaceous　echinoid　fゑuna　of　Japan．BπZ乙080乙

　　　3π7∂．」ψαn，voL35（9），P．389－417。

A恥舘餓c重31n　Japan　echinoid　fbssils　occ皿at　various　horizons　within　the　Cretaceous，though

sporadically，but　have　not　yet　been　fbund　in　the　Valanginian　and　Hauterivian．Among　them

25genera　and64species　are　distinguished　which　are　dominated　by　spatangoid　echinoids．

Characteristic　of　the　Lower　Cretaceous　as　horizon　markers　are　certain　species　belonging　to

the　genera　7わκα5ホ67，∠ψh6」｛z認67，ノ顎θ言67α5渉67，助宛5」67，and　P56π40ωごz5h髭α5∫6匹In　particular，several

species丘om　the　Barremian　are　important＆s　characteristic　fbssils。In　the　Upper　Cretaceous

several　species　ofπ6痂α認6γare　av翫ilable　fbr　age　determination。Furthermore，a　certain　species

of躍ρoηα5∫67is　also　a　diagnostic　echinoid　ofthe　upper　Upper　Cretaceous．

　　　The　echinoid　fbssils　tend　to　occur　dominantly　in　specific　Iitho伍cies。This，as　is　well

known，is　ascribed　to　the　interrelationship　especially　between　the　fimctional　morphology

and　the　habitats　and　mode　ofli色。From　this　point　ofview，乱general　account　is　given　on　the

echinoid癒una　ofthe　Lower　Cretaceous　Miyako　Group．

　　　The　Cretaceous　echinoid　fauna　of　Japan　comprises　a　number　of　worldwide　genera

with　a　fbw　endemic　ones（P5θ㍑40ωα5h露観67in　the　Lower　Cretaceous，andハ吻oηα吻7観4

α）7吻5渉7襯in　the　Upper　Cretaceous）．It　shows　a　peculiar　faunal　aspect　without　any　species

common　to｛breign　elements．The　Lower　CretaceoUs飯una　includes　communities　occur血g

dominantly　either　in　argillaceous　or　in　arenaceous　rocks，which　are　respectively　characterized

by　spatangoids　or　vice　versa，The　Upper　Cretaceous　fauna　consists　principally　of　commu－

nities　occurring　in　argillaceous　rocks，being　dominated　by　hemiasterids．It　should　be

noticed　that　E6hぎno60び5andハ耽郷渉67are魚irly　subordinate　in　the　Upper　Cretaceous　fauna。

The　Jap＆nese　Cret批ceous　echinoid　fゑuna　as　a　whole　bears　a　paleobiogeographic　relationship

to　the　Tethyan　fauna　combined　with　the　North　Temperate　one，increasing　an　a伍nity　with

the　Indo－Malagasy色una　in　theUpper　Cretaceous。

1．　ま　え　が　き

　西ヨーロッパや北アフリカ・米国テキサス州の白亜系

は，陸棚浅海成堆積物に富み，ウニ化石を豊富に含んで

いる．これらのウニ化石については，古くから多くの研

究が積まれてきた．白亜系に関しては，ウニ化石はアン

モナイトに比べて国際間の対比に劣るが，特定地域の上

部白亜系では対比に有効である．

　本邦においても，ウニ化石は諸地域の白亜系中の多く

の層準から産している．しかし，その産出は特定の地点

や層準以外では一般に散点的である．したがって，ウニ

化石が他の主要グループの動物化石に比ぺて層序学的・

古生物学的研究の対象として取り上げられることが少な

かった．日本の白亜紀ウニ化石は，これまでに筆者以外に

＊地質部

もJIMBo（1894），LAMBERT（1920），LAMBERT　and　THI丘RY

（1924），NlsrYAMA（1950＆，1950b，1966，1968），Mo正usHITA

（1955，1962，1964），SAITo（1959），林ほか（1981）などに

よって研究されてきた．しかしながら，報告された種の

多くについては，当時の層序学的知識の制約もあって充

分に詳しい時代を明示することができなかった．

　筆者は，地質調査所施行の地質図幅作成に関連して本

邦各地の白亜系の層序学的研究を行ってきた．その間，

産出層準を明らかにすることに留意してウニ化石の採集

につとめ，一方では多くの研究者から標本の研究に便宜

をうけた．標本の同定結果について，筆者はこれまでに

単独で，あるいは他研究者の協力を得て報告してきた

（TAN臨，1965，1984a，1984b3田中・大久保，19543

TANAKへandSHIBATA，1961；小畠ほか，1979三TANAKへ

andKozAI，1982；TAN㎜and　OBATA，1982；川上・

田中，1983；TANAKA　and：KAwAKAMI，1983；TANAKA
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6置α乙，1984）．

　本邦産の白亜紀ウニ化石に関しては，筆者の研究結果

と他の研究者による成果もあわせて，25属64種が同定

される．しかしながら，筆者が取り扱った標本中には保

存不良のために科・属のレベルさえも同定不可能のもの

が少なからずある．今後，さらに属・種の追加が期待さ

れよう．ここでは，とりあえず日本産白亜紀ウニ化石に

関して，特に層序的産出・産状・動物群の特徴を中心に

現時点での知見をとりまとめて報告し，今後の研究の資

としたい．

　この研究を進めるにあたって，九州大学名誉教授松本

達郎博士には終始御指導を賜わり，また標本の研究に御

便宜を頂いた．国立科学博物館小畠郁生博士には，研究

に御援助と貴重な御助言を頂いた．

　さらに，下記の方々（アルファベット順）には，標本の

閲覧の機会を与えられ，また標本の提供をうけた：藤山

家徳博士（国立科学博物館）・堀口万吉教授（埼玉大学〉・

蟹江康光博士（横須賀市立博物館）・勘米良亀齢教授（九

州大学）・川上雄司氏（岩手県立博物館）・木下克巳氏（横

浜）・北村健治氏（東京）・香西武氏（高知）・前国保夫博

士（神戸）・松川正樹博士（愛媛大学）・宮内敏哉氏（稚内）

・中沢圭二名誉教授（京都大学）・野田雅之博士（大分）・

大久保雅弘教授（島根大学）・太田仁之氏（東京）・柴田松

太郎博士（東京）・滝沢文教博士（地質調査所）・武井睨朔

氏（東京）・田村実教授（熊本大学）・田中宏一氏（東京）・

田中均氏（広島大学）・寺岡易司博士（地質調査所）・矢部

之男氏（東京）・山口昇一博士（地質調査所）・山下昇教授

（信州大学）．

　以上の方々に深甚の謝意を表する．

2．種類

　記載種及び同定された未報告種を中心に，本邦産白亜

紀ウニ化石のリストを第1表に示す．ここでは，属・種

未定のものしか含まない科も取り扱った．この表では，

記載または図示された種について原記載の文献または最

初の報告に関する文献を併記し・未記載種については標

本の保管場所をあげておく．第1表に示したウニ化石に

は，目の単位でみるとCidaroida2属2種，Hemicid－

aroida3属3種，Phymosomatoida1属1種，Arbacio－

ida1属1種，Holectypoida1属2種，Cassiduloida1属

3種，Holasteroida6属12種及びSpatangoida10属40

種で，合計25属64種が識別される．

3・産地及び産出地層

ウニ化石は本邦諸地域の白亜系において多くの層準か

ら産出している（第1図）．ここでは，筆者がこれまでに

取り扱ってきた標本や他の研究者が記載してきた種類を

中心に，筆者の野外観察も加えて，各地におけるウニ化

石の産出について述べる．ここに記した以外にも，幾多

の報文中に属・種未定のままでウニ化石の産出が報告さ

れてきたが，これらについては必ずしも言及していない。

なお，産出地層については，アンモナイトの生層序学的

研究の急速な進展（例l　MATsuMoTo，1977；小畠・松本，

19771松本ほか，1982）を通じて年代がかなり詳しく明

らかにされている．

　3．1　北海道主部

　北海道では，海成白亜系が主部（中央帯）と東部とに分

かれて発達する．北海道主部の白亜系は下位より空知層

群上部・下部蝦夷層群・中部蝦夷層群・上部蝦夷層群及

び函渕層群に区分される．ウニ化石は中部蝦夷層群上部

からごく散点的に見いだされ，上部蝦夷層群では多くな

いが諸所から産する．ウニは函渕層群から知られていな

いが，その相当層からは産している．

　中部蝦夷層群最上部の三笠層は砂岩・シルト岩からな

り礫岩を伴う浅海一沿岸成層で，シルト岩や砂質シルト

岩・泥質細粒砂岩中にウニ化石を含む．幾春別地域の三

笠層下部（下部セノマニアン）の泥質細粒砂岩から地痂一

α膨7（ハ46‘α5♂67）痂肱5α6掘5が産し（TANAKへ，1984a），ま

たE6痂α5伽（彫痂α吻7）（？）afLノ爾蜘乞（藤山ほか，

1982，p・158，図版79，図729に示されている）も産する・
　　　　　　とみうち
また，目高地方富内地域の中部蝦夷層群上部（チューロ

ニアン）のシルト岩からholasteroidが採集された．浦河

地域においても，中部蝦夷層群上部（中部チューロニア

ン）の泥岩中に含まれる石灰質団塊からS伽・篇卿が得

られた．天塩地方の佐久層（チューロニアン）のシルト岩

からもE伽5卿sp・Bが産する・

　上部蝦夷層群は主として泥質岩からなる．ウニ化石は

泥質岩自体のほかに，石灰質団塊からも見いだされるこ

とが多い．ウニ化石が石灰質団塊から産する場合，団塊

が初生的であるので，ここでは便宜上団塊を含む岩石に
　　　　　　　　　　　　　　かみさるふつよって産状を示しておく．宗谷地方の上猿払西方におけ

る上部サントニアンの泥岩からH6痂α5紛（漉痂α吻）

a正5♂6伽が得られ（TANAKA，1984b），芦別川流域の上

部サントニアンの泥岩から且（ハ4θ0雄のa圧7翻αが

産する．幾春別地域では，下部サントニアンの泥岩か

ら飾禰α5卿（σ76go御伽7）spリシルト岩からハ4獅α5獅

（ハ4伽鰯の（？）sp．が得られ，同地域の上部サントニア

ンの泥岩からEθ痂α5伽（ハ466観のa飢7αηαの産出が知

られている．また同地域からNψo郷紛sp。A（藤山ほか，

1982，p・158，図版79，図725）が転石として採集された．
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本邦産白亜紀ウニ化石（田中啓策）
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　　　　　第1図　白亜紀ウニ化石産地図（本文中のものに限る〉

Map　showing　the　Cretaceous　echinoid　localities　re蝕red　to　in　the　text。
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第1表　本邦産白亜紀ウニ化石のリスト

List　of’the　J’apanese　Cretaceous　echinoids。

Order　Cidaroida

　　　Family　Cidaridae

　　　　　Subfamily　Stereocidarinae

　　　　　　　SJ67606嘱α7歪5sp・（川上・田中，

　　　　　Subflamily　Cidεしrinae

　　　　　　　Bα」απ06ゴ吻7乞5sp．（MNH）

1983）

Order　Hemicidaroida

　　　Family　Hemicidaridae

　　　　　　　P56z磁06嘱α7歪5語ηzz躍απ5NlsIYAMA（1950）

　　　Family　Pseudodiadematidae

　　　　　　　T6渉7α97α窺窺αSP・（川上・田中，1983）

　　　　　　　　：乃06ho痂7α蔵6n5ゴ5TANAKA（1984a）

Order　Phymosomatoida

　　　Family　Stomechinidae

　　　　　　　Eoh6πo地7α（？）sp。（GSJ）

Order　Arbacioida

　　　Family　Arbaciidae

　　　　　　　σoπ歪吻9％5α如∂z∬NlsIYAMA（1950b）

OrderH・1ectypoida

　　Suborder　H：01ectypina

　　　Family　Holect四idae

　　　　　　　σ06ηhoJ66卿螂h肋5h加6π5∫5TANAKA（TANAKA　and　OBATA，1982）

　　　　　　　σ061zhoJθ6鋤α5Pθ7％oηθ郷Nls1YAMA（1950b）

Order　Cassiduloida

　　　　Fam圭1y　Clypeidae

　　　　　　　砂9π7郷（秒9％7郷）Po5伽oθψαη5麗5TANAKA（1984a）

　　　　　　　乃gz67郷（珍gz47z∬）60卿」αηα伽5TANAKA（1965）

　　　　　　　地g郡7麗5（地g％7郷）sp．aff。P．（P．）60噸」伽α伽TANAKA（GSJ）

　　　　Family　Nucleolitidae

　　　　　　　Nucleolitidgcn．etsp。indet。（川上・田中，1983）

Order　HolasteroidLa

　　　　Family　Holasteridae

　　　　　　　HoZ醜7sp．ex　gr。E．∫π渉6襯θ伽5MもNsTER（GSJ）

　　　　　　　Holα5渉676鋤θα施」郷NIsIYAMA（1950b）

　　　　　　　HoJα5僻sp．我ff．E．」α痂5（BRoNGNIART）（TANAKA　and　OBATA，1982）

　　　　　　　HoJα5僻sp．aff．π．mηhoψ6π乞BEsAIRIE　et　LAMBERT（GSJ）

　　　　　　　　温oJα5言67sp。A（GSJ）

　　　　　　　温oJα5♂67（？）sp。B（GSJ）

　　　　　　　0α7漉α5卿P670766π如」雰NlsIYAMA（1968）

　　　　　　　　E6h初060リノ5sp。ex　gL　E。56z躍切z∬LEsKE（GSJ）

　　　　　　　　E6伽060那sp。ex　gL　E。塑7伽4α伽（PoRTLocK）（MNH）

　　　　　　　　P56認απ砒6妙5（？）伽雁4αTANAKA（1984a）

　　　　　　　　P56π4hoJ観67sp．（TANAKA，1965）

　　　　Family　Stenonasteridae
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第1表　っづき

S孟6noη嬬7sp。（YCM）

Order　Spatangoida

　Suborder　Toxasterina

　　　Family　Toxasteridae

　　　　　　　7bκα5孟6ゆ7歪56％5TANAKA（1984a）

　　　　　　　Toκα5∫67sp。afr．Tα噸」μ5DEsoR（TANAKA，1984a）

　　　　　　　To襯吻75σn6h膨η5ε5TANAKA（1965）

　　　　　　　Tbκ副67sp．af£o∫JJ8∫GAuTHIER（TANAKA　and　OBATAン1982）

　　　　　　　7bκα5魏sp。A（GSJ）

　　　　　　∠4ρhぬ5♂675670痂麗5TANAKA　et　SRIBATA（1961）

　　　　　　H6渉67α5渉67蝕ηgoθη5乞5TANAKA　et　NoDA（TANAKAθ勧」。，1984）

　　　　　　π6哲67α5オ67π6短あ5NISIYAMA（1950a）

　　　　　　　飾∫67α5紛鐸α56η5∫5TANA阯etOK脇o（田中・大久保，1954）

　　　　　　　飾診67α5孟67η昭670hoJ6ε∬（NIsIYAMA）（1950a）

　　　　　　伍渉6郷渉67h加紹膨η5∫5TANAKA　et　KAwAKAMI（1983）

　　　　　　　H6齢α5」67sp・a伍H・oゐ」∫9襯伽（CLARK）（田中・大久保，1954）

　　　　　　　H6渉徽吻7sp。A（TANAKAandKozAI，1982）

　　　　　　　助傭渉67窺加んoαη雛TANAKA（TANAKA　and　OBATA，1982）

　　　　　　彫∫α吻7zo襯吻5TANAKA（TANAKA　and　OBATA，1982）

　　　　　　　彫乞観67sp。af£E．η06π25SToLIczKA（TANAKA　and　KozAI，1982）

　　　　　　　彫伽∫67sp．A（TANAKAandOBATA，1982）

　　　　　　　彫2観θ7sp．B（GSJ）

Suborder　Hemiasterina

　F乱mily　Hemiasteridae

　　　　　飾痂嬬7（∬6吻5渉67）麗吻伽8繍MORISHITA（1962）

　　　　　H6吻吻（H6紘吻）sp．a猛E．（E．）3観αMoRToN（TANAKA，1984b）

　　　　　π襯伽渉67（π6痂観67）sp．af丑E．（E．）μη吻伽D，ORBIGNY（TANAKA，1984b〉

　　　　　π6而α吻7（π6擁α5孟67）sp。C（TANAKA，1984b）

　　　　　π8痂α吻7（H6雁観6γ）sp．D（TANAKA，1984b）

　　　　　H6η3毎認67（π6η麗α5置67）（3）sp。af£E・（ノ1．）ノbz」7如撹歪CHIPLoNKER（NSM）

　　　　　H6吻伽（α6go脚5孟67）sp。（GSJl　NSM）

　　　　　温6痂α5」67（五砂膨吻5≠67）ρoかgoπ誠5TANAKA（1984b）

　　　　　π6ηz勿5≠67（L∈ア窺87勉5♂67）sp．af£E・（．乙。）769躍％5αηz雄D’ORBIGNY（TANAKA，1984b）

　　　　　飾痂α5渉67（L砂雁吻3言67）sp．A（GSJ）

　　　　　H6痂観67（ハ4卿5ホ67）魏ゑ肋5α6郷乞5TANAKA（1984a）

　　　　　彫雁観67（瓢66α5≠θ7）sp．af£E。（M．）勉漉6麗5SToLlczKA（TANAKA，1984b）

　　　　　伍痂α5」67（孤66α5渉67）sp。af£π・（M・）7αηα（FORBES）（GSJ）

　　　　　P5θ煽oωα5h吻5渉67吻25」蜘5TANAKA（TANAKA　and　KozAI，1982）

　　　　　P56％40ωα5h伽漉〃ψoπ勧5（TANA阻etOKuBo）（田中・大久保，1954）

　　　　　P5θ掘oωα5h吻5孟67（？）sp．（TANAKA．and　KozAI，1982）

　Family　Aeropsidae

　　　　　σo材76側60ワ5（Oo7吻5」7πη2）躍あα∫灘NIsIYAMA（1968）

Suborder　Micrasterina

　　Family　Micrasteridae

　　　　　M伽観67（ハ石67α5♂67）（？）sp。（GSJ）

　　　　　乃ψn6観65（？）sp。（GSJ）
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第1表　っづき

Suborder　Asterostom＆tina

　Family　Asterostomatidae

　　Mゆonα5渉67hoん肋痂oθη5おLAMBERT（LAMBERT　and　THI1至RY，1924）

　　ハηψoηα3渉67ηαんαηzゴπα渉06η565SAITo（1959）

　　聯oηα伽sp・A（NSM）

略号は未記載種の標本保管場所を示す
Abbreviations　indicate　the　repositories　ofspecimens　ofspecies　not　hitherto　described。

GSJ：地質調査所　MN且：宮内コレクション　NSM：国立科学博物館　YCM：横須賀市立博物館

このものはおそらくサントニアンの地層（細砂質シルト
　　　　　　　　　　　　　　　しむかつぷ岩）から由来したであろう．日高地方の占冠では，コニア

シアンの泥岩からH6痂α3卿（彫痂嬉のa猛ρ％航α傭が

産する（TANAKA，1984b）ほかに，E（班66αs」67）a伍7α％

らしいウニも採集された．さらに，同地域のカンパニア

ンの細砂質シルト岩は酬ρ0鰯卿ゐ0ん耀4観3歪5を産する．

浦河地域のコニアシアンの泥岩から飾痂α5雄（翫痂雄勿

a圧5≠6伽，中部カンパニアン（乳呑川層下部）のシルト

岩からP56％伽傭hッ5（？）♂％痂4αが得られた（TANA阻，

1984a，1984b）・浦河地域の中部カンパニアンは瓦ψoπα5餅

hoん耀406癖εの模式産地を含む（JIMBo，18941MATsuMoTo，

ed，，1963）．

　醜痂α伽rの上記の種類のほかに，未同定種やh6而観爾4

が特に上部蝦夷層群中の諸層準から産している．なお，

幾春別地域の上部チューロニアンでは，1π06粥勉郷魏hゑ一

・6鰯5と共存して小型のspat＆ngoidが多数産する露頭が

ある．このウニ化石は保存不良のために属・種の同定が

不可能である．

　ウニ化石は函渕層群の相当層からも産している．すな
　　　　　　　　　　　　　おらんないわち宗谷岬付近のカンパニアン（尾蘭内層）において，

Bα伽06ゑ4碗5sp。（とげ）とM卿α5妙ho概碗06η525が細砂

質シルト岩中の石灰質団塊から，飾痂α5卿（ん抑爾雄87）

C£汐oJッgO％傭がシルト質細粒砂岩一細砂質シルト岩や

細砂質シルト岩から採集された．また，E6h吻60ワ5sp．

ex　gr．E．P脚痂4α嬬が同層の泥質細粒砂岩やシルト質

細粒砂岩一細砂質シルト岩から産する．

　3．2　東北日本

　この地域の海成白亜系は，地向斜相を別として，北上

山地太平洋岸では北より久慈層群・宮古層群・大船渡層

群・大島層・牡鹿層群鮎川層などとして，阿武隈山地東

縁には相馬層群小山田層・双葉層群として発達している．

ウニ化石はとりわけ宮古層群から多産し，さらにごくま

れながら鮎川層や小山田層からも見いだされた．

　宮古層群（上部アプチアンー下部アルビアン）は，基底

の巨礫礫岩にはじまり，砂岩・シルト岩からなる沿岸一

浅海成層を主とし，多種の海生動物化石を豊富に含んで

いる．本層群は日本の白亜系のうちウニ化石を最も多

産する地層群の1つである．ウニはシルト岩から種々

の粒度の砂岩にわたる岩相に含まれる（第7表参照）．

S孟67606∫4α7∫5sp。，P5θz640624α短5語粥㍑Zα7z5（とげ），丁窃7α97αη3ηzα

sp。，　（穿07zゴo吻gz65　α如∂z雄ラ　Oo6πhol66卯z∬　h茗465h2η3α6η5σ5，　（λ

ρ67ε4δn6Z∬，nUCleOlitid，飾」α5渉876砂ゆ6α孟Z5JZ65，E　af巳」α6∂乞3，E

a圧びαηho‘ψ6砿7b郷渉67a圧∂言Jl62，玩孟6郷ホ67h癩πα膨n5ゑ3，

彫伽卿，η加ん・αn螂，E　z・ηα吻5が同定され，さらに貝殻

質砂岩からキダリス（cidarid）型のとげも見いだされる

（NlsIYAMA，1950b；TANAKAand　OBATA，1982Jli上・田

中，19833TANAKA　and　KAwAKへMI，1983）・上記諸種の

うち，σ06ηh・砒卯鰐ρ痂吻η爾が泥質中一細粒砂岩から，

助傭緋窺加κ・醜榔が細砂質シルト岩から，E　zo鮒傭

がシルト岩から多産する．なお，第1表にあげていな

いが，S吻痂の産出も報告されている（天理高等学校，

1981）．

　牡鹿半島の鮎川層（上部ジュラ系一下部白亜系）は牡鹿

層群の最上部を占め，海成・汽水成・非海成相の砂岩・

泥岩からなる．相馬地域の相馬層群最上部を代表する小

山田層（上部ジュラ系一下部白亜系）は泥岩・シルト岩か

らなり，海成層を主とする．鮎川層・小山田層それぞれの

ベリアシアンの部分では，シルト岩から乃劒5僻ρ7励郷

がごくまれに産する（TANAKA，1984a）・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　おもと　なお，地向斜相の陸中層群の上部を占める小本層（ネ

オコミアン）から，確α5h伽5獅（？）sp・の産出が報告され

た（小貫ほか，1960）．ただし，このウニ化石の同定につ

いては再検討の必要があろう．

　3・3西南日本中軸部

　この地域に発達する海成白亜系は，近畿東部から淡路

島をへて四国西部まで分布する和泉層群，九州東部の大

野川層群，九州西部の御船・御所浦・姫浦各層群で代表

される．さらに，北関東の太平洋岸には那珂湊層群が露

出する．ウニ化石は和泉・大野川・姫浦・那珂湊各層群

から産している．

　和泉層群（カンパニアンーマストリヒチアン）は主部が

タービダイト相に富む厚層である．ウニ化石の産出はご
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く散点的である．淡路島では，上部カンパニアンから

飾痂α5獅（ん脚爾鰯θ7）P吻gOπα廊（シルト岩）とルψ0・

㈱紛ho伽2408鰯5が，下部マストリヒチアンの細砂質シ

ルト岩から瓦hoん肋2406癖3が報告された（MoRlsHITA，

1955；TANAKA，1984a，1984b）．さらに，同島のカンパ

ニアンの泥岩からE6h伽6・η5sp．ex　gr．．E。5磁磁5も産

する．和泉山脈西部のカンパニアンでは，細砂質シルト

岩から鰯ρ・郷≠67ho伽琶40郷歪5（？）が採集された（TANA継，

1984a）．四国阿讃山脈西部のカンパニアンの泥岩から見

いだされたウニはHθ窺勉3∫θ7（Lぞy解θ7勿5≠群）afL76gπ伽5απ鰐

に同定された（TANAKA，1984b）．

　大野川層群（チューロニアンーサントニアン）も和泉層

群と同様にタービダイト相が発達した厚層である．諸層

準からウニ化石が産している．上部チューロニアンの葉

理砂質泥岩からH6雁α5雄（彫痂α5餅）sp。Cが得られた

（TANAKA，1984b）．下部サントニアンでは，細砂質シル

ト岩ないし泥岩からH襯伽卿（M卿吻7）af目η4伽5が

採集され（TANAKA，1984b），葉理砂質泥岩からH・（L6アー

舵躍臨のsp。Aが産した．

　姫浦層群（コニアシアンーマストリヒチアン）は天草諸
　　　　　　　こしき島周辺から南西へ甑島まで分布する．甑島の姫浦層群は

下位より浅海相・タービダイト相・非海成相が順次重な

る厚層である．カンパニアンのシルト岩には肋耀伽紛

が多く含まれ，とりわけ同階中部にH・（五の耀吻吻）

ρ吻go泌∫5に比較されるものがあり（TANAKA，1984b），

また同階上部からE禰ηo痂7α（？）忘p・も産する．さらに，

タービダイト相地層群の上部（マストリヒチアン？）から

漉痂臨顔？）sp・が得られた．

　那珂湊層群は年代・堆積相の点で和泉層群に酷似する

地層である．カンパニアンのシルト岩層中に挟在す

る中一細粒砂岩層から1▽ψ0πα3紛hoκ肱ゑ406顔5が産し

（TANAKA，1984a），それより上位では上部カンパニアン

の細砂質シルト岩から瓦πα肋痂鰯06η廊の産出が知ら

れている（SAITO，1959）．

　なお，関東山地に露出する上部白亜系跡倉層（下部セノ

ニアン？）の砂質シルト岩からholasteroidが得られた．

　3・4　西南日本外帯

　秩父帯では，白亜系は諸所において通例先白亜紀地向

斜相地層群に挟まれて狭い帯状に分布し，しばしば複向

斜構造を形成している．ウニ化石は海成層中の諸層準に

含まれる．殊に下部白亜系三分中の中部を代表するK2
　ありだ
（有田統に相当1オーテリビアンーバレミアン）の地層

は，各地でシルト岩ないし砂質シルト岩からウニ化石を

少なからず産する．

　　　　　　　　いしどう　山中地溝帯のK2石堂層の下部（バレミアン）を構成す

るシルト質細粒砂岩一細砂質シルト岩や細砂質シルト岩

・シルト岩はP56磁oJα5」67sp。，乃xα5獅5αη6h％θη廊，4ρh－

6」α吻5670♂伽5，伍吻吻6観906π5∫5，E　c£πθ纐5，冠

ク％α56漉5，鼠襯670ho伽5，P56％40ωα5h伽5紛吻5≠∫6％3を産す

る（TANAKA　and　SHIBATA，1961；TANAKA，19653TANAKA

and：KOZAI，1982）・さらに，瀬林層上部（アプチアン）の

中粒砂岩から職g％郷（琢g％郷）6・η剃απα嬬が得られた

（TANAKAラ19651TANAKA，1984a〉．

　銚子地域の下部白亜系銚子層群（OBATA6≠α」．1982）で

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　とりは，ウニ化石は君ケ浜層下一中部（下部バレミアン）と酉
あけうら

明浦層中部（上部アプチアン）から産する．君ケ浜層下部

の細砂質シルト岩から得られたウニはP翅40ω励吻5紛

瑚漉螂に，泥質細粒砂岩や細砂質シルト岩から採集され

たものはEoJα蜘7sp。ex　gr．H。伽孟67耀4伽に同定される．

さらに，同層中部の中一細粒砂岩から珍g％船（砂g％郷）

a任ω卿伽α旙が産出している．酉明浦層中部の泥岩か

ら産するE伽伽7sp・Aは後述の戸台層や目奈久層から

得られたものと同一種である．

　赤石山地の白亜系としては，北部に戸台層が，南部
　みさくぽ
に水窪層が露出する．戸台層（上部アプチアン）の頁岩

（泥岩）には，宮古層群中の下部アルビアンから産した

To郷卿afE．∂乞」観，熊本県八代地域の日奈久層中の下部

アプチアンから産するE汐伽卿sp．Aそれぞれと同一種

のウニ化石が見いだされる．
　　　　　　いだいら
　浜名湖北方の伊平層はごく最近認定されたK2所属の

地層で，例外的に三波川帯内に分布する．他地域のK2

と共通の勘hぬ5魏卿o伽班や飾卿α5雄ク襯5謝魔が産す

る（林ほか，1981）．

　志摩半島では，K2五ケ所浦層中の下部バレミアンか

ら助h6妨伽卿漉郷，H6卿α5卿ッ郷6癖5の産出が報告

された（小畠ほか，1979）．

　和歌山県湯浅地域の有田層は，K2に属する地層とし

てはウニ化石を最も多く産する．特に同層中部（小畠・

小川，1976のAm）のシルト質細粒砂岩には諸種のウニ

化石が見いだされ，中でも読獅α5伽飛研ohoあ％3は個体

数が多い．同層上部（小畠・小川，1976のAu）の細砂質

シルト岩一シルト岩もウニを少なからず産する．上記の

種のほかに，乃κα5卿a丘α卿伽，冗c£5傭h聯廊，

∠ψh6煽87567・孟伽，∬6伽吻伽9・6励，丑・π6耀3，H・

鋼α56η5富，H。sp。A，P56％40ω傷h∫如5渉67n劉5孟∫o％5が識別

　されている（NIsIYAMA，1950al田中・大久保，19541

MoRlsEITA，19641TANAKA　and　SHIBATA，19611

TANAKA，1965；TANAKA　and　KozAI，1982三TANAKA，

1984al　TANAKAθ厩」，1984）．上記のウニ化石産出地層

　は下部バレミアンに対比される．
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　有田層より上位の白亜紀層では，ウニ化石が散点的に

し・か見いだされない．有田川流域の松原層上部（おそらく

コニアシアン）の細砂質シルト岩はT706ho磁翅概8漉5，二

川層下部（サントニアン）の泥岩はholasteroid，島痂傭67

（醜痂鰯のafL5≠躍α，　鳥屋城層上部（中部カンパニア

ン）のシルト岩は和泉層群からも知られている彫痂α5卿

（Lg窺6吻5孟67）ρo砂goηα1∫5を産する（TANA鮎，1984a，

　　　　　　　ごりよう1984b）．さらに，御霊層下部（コニアシアン）の細砂質シ

ト岩から150仰観65（？）sp．同層中部（コニアシアン）の

砂質シルト岩からH6痂α5紛（漉禰α膨7〉（？）sp・が採集

された．

　徳島県羽ノ浦地域の羽ノ浦層はK2に対比されている

（松本ほか，1982）．本層から勘h6」観675670励％5の産出

が報告された（TANAKA　and　SHIBATA，1961）．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ゆ　高知県物部川流域のK2は下位の物部層と上位の柚ノ

木層に区分される．物部層中の下部バレミアンの細砂質

シルト岩一シルト岩からH6孟6郷餅鰍薦5，E窺僻ohoJ郷

が，柚ノ木層中の上部バレミアンのシルト岩から飾≠伽

α惚7SP・A，P5θ％40ωα5h加5♂67鰐5∫伽5が産する（TANAKA

　　　　　　　　　　　　　　　　　かじさ　こand：KOZAI・1982）．同地域の上部白亜系では，楮佐古層上

部（上部サントニアン）の葉理砂質シルト岩から助伽卿

a庄η06乞傭が産する（TANA鳳andKozAI，1982）ほかに，

シルト岩から飾」α5卿（？）sp・Bも見いだされる．さら

に，高知県領石地域のK2はE伽郷紛η襯伽，H．窺αo－

70hoJ6％5を産する．また高知北西方のK2からもウニ化石

の産出が報ぜられた（平田，1974）．

　　　はいだてやま
　大分県侃楯山地域の下部白亜系侃楯山層群の上部層は

K2に対比される．その下部バレミアンの細砂質シルト

岩一シルト岩はE6孟6郷卿わ％ηgo6漉5，私灘670hoJ6％5，E．

sp．A，P56π4伽α5h伽5紛鰐5」26％5を含み，1ノ・伽670hoJ6％5

は個体数が比較的多い（TANA踏伽」．1984）．さらに，

北方の小坂帯に露出する侃楯山層群中の上部（？）バレミ

アンの細粒砂岩から砂8μ7鰐（み8耀5）ρ05伽o卿傭郷か

得られた（TANA鮎，1984a）．

　　　　　　　　　　　　　はちりゆうざん　熊本県球磨川下流流域では，K2八竜山層は頁岩から

ゆh6」観67c£5670≠伽5を産する（TANA鮎and　SHIBATA，

1961）．上位の日奈久層下部（下部アプチアン）の泥岩に

は，戸台層産のと同一種のEρ伽紛sp・A．が，同層上部

（上部（？）アプチアン）の泥岩にはP蜘4伽α5h伽3卿（？）

sp・が知られている（TANAKA　and　KozAI，1982三TANAKA

and　OBATA，1982）．さらに，八代層中部（下部アルビァ

ン）のシルト岩から肋∫6郷卿afE　o襯g％α嬬とP綴40一

ωα5h磁5紛卿oη乞6％5カミ得られた（田中・大久保，1954三

TANAKA　and：KozAI，19821TANAKA　and　KAwAKAMI，

1983）。

　上記の白亜系地帯よりも南に分布する上部ジュラ系坂
　　えびらせ
本・簸瀬両層から田村実教授が採集したウニ化石には，

次のようなものがある．坂本層では，飾」α5卿sp。Aが細

砂質シルト岩から，東北日本の鮎川層や小山田層から産

するベリアシアンのTo郷卿加卿5に比較されるウニ

が別の地点のシルト岩から見いだされた．また，簸瀬層

の泥岩からはToκ観87sp。Aが産する．したがって，坂

本・簸瀬両層は最下部白亜系に及んでいるといえる．

　四万十帯には地向斜相の白亜系が広く分布する．しか

しながら，ウニ化石の産出は一般にごくまれである．和
　　　てらそま歌山県の寺杣層（チュー貢ニアン！一サントニアン）や高知
　すくも
県宿毛地域の上部白亜系中村層中のカンパニアンから

hemiasteridが採集された．愛媛県宇和島地域の四万

十累層群中の中部チューロニアンー下部コニアシアン

は，諸地点においてシルト岩から漉痂α5卿（翫痂副の

％吻伽6漉3を産し（MoRlsHITA，1962三NIsIYAMA，1966，

19681TANAKA，1984b），またチューロニアンから0α7一

伽吻卿0吻π嬬5，Co」惚鋤‘・7ッ5（C・吻5渉錫勉）3㍑」6伽5

も知られている（NIsIYAMA，1966，1968）．さらに，同

地域の下部サントニアンの葉理砂質泥岩からH6痂α伽r

（∬6痂α5」67）sp・Dが得られた（TANAKへ，1984b）．

4。年代

　ウニ化石は本邦の白亜系中の諸層準から産している．

ここでは，ウニ化石の年代層序的産出と各年代の特徴的

な種について述べ，さらにその層序的価値にも言及す

る．

　4・1年代層序的分布

　同定されたウニ化石各種の年代別産出を第2表に示

す．これ以外にも，バレミアン以降の各年代に同定不能

のものが若干知られている．第2表からわかるように，

ベリアシアン・セノマニアン及びマストリヒチアンでは

種類が少なく（個体数も少ない），バランギニアンとオー

テリビアンからはウニの産出が知られていない1）．この

点は，一部の地域を除いては，上記の各年代について海

成層であっても詳しい年代が明らかでない，あるいは非

海成層ないし汽水成層が発達している，あるいは砂質岩

が卓越していることなどにもとづく．なお，バレミアン

産とした種のうちには，産出層準が下位のオーテリビア

ンに及ぶものがあるかも知れない．

　第2表からわかるように，大部分の種が1つの階

（stage）だけから産し，2つの階にまたがるのは5種にす

1）坂本層からは，層序的分布範囲がバランギニアンに始まるとされ

　ているHo伽紛が産する．ただし，このウニの産出層準の詳し
　い年代は明らかでない．
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本邦産白亜紀ウニ化石（田中啓策）

　　　　第2表　本邦産白亜紀ウニ化石種の年代別産出

Japanese　echinoid　species　in　successive　divisions　of　the　Cretaceous。

ベリアシアン　Berriasian

　7bκα5卿勿5螂

　7b棚5渉θ7sp．A＊＊

バレミアン　Barremian．

地9％郷（珍9初郷）a任…ηψ言αηα翻5（L）

珍9μ郷（珍9麗那）ρo吻・6脚郷麗（u～）

　πolα5孟67sp。ex　gr。H・歪7z≠67η26漉z65（L）

　P56％4holα5ホ67sp。（L）

　7b紹吻af［．αηψZ％5（L）

　710κごz認675αη6hz68π5歪5　（L－U）

　ゆh6」α5渉675670渉伽5（L，U？）

　昆伽甜伽go姻5（L）
　∬6渉6郷孟67π6短」乞5（L－u）

　砲67醜η襯5翻5（L－u）

　H6ホ67α5≠67ηzα670hoJ6z孤（L，U？）

　π6オ67α5渉67sp。A（L－U）

　P56画oωα5h吻5孟67吻，5渉蜘5（L－U）

アプチアン　Aptian
乃19％郷（塊働7％5）6・ηψ」αnα伽＊

　σ06πhoJ66塑z∬hσ465h∫彫6郷歪5（U）

　昭・κ醜7a鉦。翻62（U）

　彫εα5渉67加卿んoα綴5（U）

彫傭87zoπα吻5（’u）

　彫∫観67sp。A（L－U）

　P56面oωα5hぬ5齢（？）sp・（U？）

アルビアン　Albian

3ホ676・6漉7∫5sp．紳

P56励6¢伽255伽伽5（L？）

　T6翻α97α四ηzαsp。（L）

o・痂吻騨伽郷（L？）

0・6nh・」吻卿P6肋η6麗（L）

　Nucleolitid　gen。et　sp。indet・（L）

H・」α噺め卿痂3（L）

　πoJα伽afE．」α6痂（L）

　π・」α吻aff。∂αηh・ψ6η∫（L）

　710槻5∫67afL痂」6∫（L）

　助α謝吻αん・α泌（L）

　π6蜘5哲67h加η徽緬5（L）

　∬吻α吻af［。・助麗α伽（L）

　P56掘・乙θα5h伽孟67ブψ・πぎ伽（L）

セノマニアン　Cenomanian

π6吻伽（地痂5言θ7）（？）aff．伽吻％2（L）

H6吻吻（ル正66α吻）御惚5αθπ565（L）

チューロニアン　Turonian

S枷η嬬7sp。（M）

伽伽吻Pθγ0728吻」歪5（M）

　五ψ勉5渉67sp．B

伍伽吻（磁吻5孟67）郡ω卯’珈6繍（M）

　H6痂α吻7（πθ擁観67）sp。C（U）

Oo材7刎60那（σo吻5言7麗窺）5吻伽（M）

コニアシアン　Coniacian

　T706hoあαπzん露θη525＊＊

H6痂吻（肋吻吻）麗ω卯0勉6蔵5（L）

H翻醜γ（醜癩吻）a鉦・5観α＊

飾吻吻（磁吻吻）a任。ρ観吻伽＊

　Hθη2勉5渉67（ノ砿66α訪67〉sp．（probably　refbrable　to

　　E。（ハ4．）aff．7αηα）＊

　130ゆη6撹5」65（？）sp・＊

サントニアン　Santonian

　莇」観67（？）sp．B（U）

　助伽渉67aff．π06傭（U）

π6窺傭67（H翻α吻）aff。5孟6〃α（U）

　π6痂観67（漉痂α5孟67）sp．D（L）

　H6ηz∫ごz諾67（076goツα5渉67）sp．（L）

　H6痂α5孟67（五り膨吻5ホ67）sp．A（L）

∬6物吻（磁6魏7）afε。掘励5（L）

　π6而観67（M66観67）afL襯α（U）

　ハ売67α5∫67（掘廊7α5渉67）（？）sp。（L）

　ハ吻o襯5獅sp．A＊＊

カンパニアン　Campanian

βα」αno6漉痂sp。＊

　E6h∫noあα7α（？）sp。（L）

　E6伽oooび3sp。ex　gr。E．56吻伽（U？）

　E6h2π060ワ5sp。ex　gL　E。塑7αη嘱αJz躍＊

P翅伽αη吻3（？）≠翻吻（M）

　H翻醜7（五卿6伽孟67）ρo塊oπαあ5（M－U）

　H6吻吻（L卿6吻5オ67）af［。769ぬ5α郷＊

　瓦ψoπα吻ho漁劾6π565（M－U）

　M卿α5∫θ7παん翻艇・6繍（『U）

マストリヒチアン　Maastrichtian

瓦ψ・η醜7h・惚σ4・6繍（L〉

L：下部Lower　M：中部Middle　U：上部UpPer
＊階中の産出層準不明　Stratigraphichorizonswithinstageuncertain

＊＊産出階疑わしい　Stra廿graphic　horizons　with　respect　to　stage　doubtfhl
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　　　　　　　　　　　　　　　第3表　本邦産白亜紀ウニ化石の類似外国種

A伍nity　relations　between　the　Cretaceous　echinoids　ofJapan　and　foreign　countries．

本邦種　SelectedJapanesespecies

7セ齪zg7αηzη昭sp・

7ケ06ho廊ごz7αん麗67z5ゴ5

00痂吻9％5α頗∂麗5

00θηhoJ66塑）z∬hJ465hJη2θη5ゴ5

σoθηho媛脚5P67劾πθ麗5

乃9％剛5（砂9％7％3）60卿」αηα伽5

1う19％郷（1露％郷）af［．6・勿」αn伽5

Holα5ホ67sp。ex　gL　E．ぎηホ67η36漉z∬

E吻吻吻卿渉ぬs
Holα5」67aE．」αθ∂づ5

πol醜7a任。襯hoψ6漉

Eoh伽060ぴ5sp。ex　gr．E。56厩ごz伽5

E6h伽oooワ5sp。ex　gr．E．勿7αη3∫4α≠z65

P36π磁ηαπ6妙5（？）伽ηzづ4α

P56z雇holα5渉67sp．

710耀5≠87a任．α吻」π5

7モ》離z5ホ675α1zohz昭η5歪5

7bκα5ホ67aff．∂π」θ歪

招o郷5≠67sp．A

劫h6」α吻5670渉伽5

読哲67α5孟676観906π5ぎ5

π認67α5渉67πθκ歪あ5

磁ホ6郷紛ク襯56n5乞5

π6ホ6πz5ホ67ηzごz670hoJ6ε63

類似外国種　R．elated　fbreign　species

丁窺α」δ05∫（AGASSIz）

T．07nα如（DESOR）

σ．4吻hぎη6π5おA。GRAS

O。η6060擁6漉5（A．GRAS）

0。π6060而6n5乞3（A．GRAS）

P．（P．）づnψα7GAUTHIER

P．（P。）伽ψα7GAUTHIER

H。麟67彫伽5（M茸NSTER）

H．s∫卿」6κSHUMARD

H。」α訪（BRONGN猛RT）

　　Apt．（S

Cenoman．

Up

π．∂απhoψ61zゴBEsAIR．IE　et　LAMBERT

E。56麗α伽LESKE　Turon．一：Low．

．E。餌α痂吻伽（PORTLOGK）

P．吻h6η50n彦Coo既　Coniac。一Low

P．わαoo痂6z∬Sz6R丘NY1

T．α噸伽3DESOR

T．9訪伽5AGASSlz

Tψ870η几AMBERT

T．∂沼6∫GAUTHIER

Hauteriv．

Barrem。一Apt

　Neocom．

　Apt。

T．ψ魏肱5グ06hづLAMBERT

∠4．ゴ漉967（GAUTHIER）

E・1ゆ伽（Lo斑OL）Low，

E。60鉱Joηづ（AGAsslz）　Barrem．

E・5伽9襯5（LOR・OL）

E．ノ物o漉（DEsoR）　Low．Apt．

H．06Joηg郷（BRONGNIART）

　　Bulgariεも，Lebanon，Syria，N

　　　　　　France）l　Alb．（Madagascar，Texas，Mexico，Colombia）

　　　　　　（N．France，W。Germany，England）

Apt．（S．France）

　　Apt．（S．France）

　　Apt・（S．France）

　　Up・Neocom・（Algeria）

　　Up．Neocom．（Algeria）

　　　Hauteriv。（N。France，England，Switzerland）

　　　Alb．（Texas，Mexico）

　Alb．（N．一S。France，Belgium，England，Switzerland，Hungary）

　　　　　　　　　　　Alb．（S．Affica）

　　　　　　　Ma＆stricht，（England，Denmark，Sweden，USSR）

　　　　Campan・（Belgium）；Senon．（N．Ireland）

　　　　　　　　　　　Campan。（Texas）

Alb。一Cenoman．（Hungary）

　　　　　（S．France，N。Affica）

　　　　　　　　　（S．France，Switzerland，N．鹸ica，Caucasus）

　　　　　（Morocco）

　　（N．Affica）

　　　　Berrias．（Morocco）；Vabngin。（Algeria）

H：auteriv．（S。France，M勾orcag　Morocco）

　　　Barrem．（Portugal）

　　　　　　（S．France，Switzerland）

Up。Hauteriv．（Portugal）

　　　　　　（Switzerland）l　Apt．（England）

　　　Barrem〆Apt．（S。France，NE．Spain，Portugal，Switzerlandラ

　　　　　　A丘ica）
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第3表　っづき

H認67ごz5ホ67hぎ7απαηz6π5∫5

H6∫67α5渉67翫Ht．06」勿麗α襯5

彫勉5哲67常砂αん0伽π5

彫∫α吻zonα吻5

彫毎5ホ67a任．π06薦5

彫2観67sp．A

彫加61sp．B

飾痂吻（E伽傭67）π吻加6繍

島窺¢α5孟67（H6窺宛5渉67）a任．5」6Jlα

肋η吻吻7（π6痂α訪67）a圧．P観6ホ漉麗5

∬6ηz勉5渉67（H6窩∫α5孟67）（？）a任．ノわπ7云側乞

π6η3毎5渉67（076goぴα5孟67）sp。

H6痂α吻7（五砂解副α5渉67）POか90襯痂

彫鵤勿5渉67（五りηz87勉3♂67）a任．769％」％5α襯5

読痂観67（五砂膨吻吻7）sp。A

茄吻吻（磁o醜7）窺づんα5α6繍

ゐ属6η吻5♂67（ハ486α5ホ67）翫任。動漉o％5

π6吻5渉67（瀬66醜7）af［。襯α

π。5幼g襯みα伽GAuTHIER　Apt。（Algeria）

E．06吻襯伽（CLARK）　Low。Alb．（Texas）

E．渉掬o襯傭D，ORBIGNY　Alb。（N。一S．France，Switzerland？）

E。卸η漉CoLLIGNoN　Alb。（Madagascar）

E．no6傭SToLIGzKA　C＆mpan。一Maastricht。（S・India）

Eψ7207LAMBERT　Apt．（NE．Spain）

E。ノ諏吻漉LAMBERT　Apt。（Egypt）

E．∂α7z656η5おD，ORBIGNY　　Cenoman。（S．France）

E．（π．）ノをo痂o伽5SToLIczKA　Cenoman。一Turon・（S・India）

E。（E。）ノわ殖6語BAILY　　Senon，（S・Afyica）

E。（π。）5’8〃α）MoRToN）　Senon．（N．France）l　Up．Cret。（Atlantic　coast　ofU．S。A．）

E．（E。）μn6勲5D’ORBIGNY　Santon。7Campan。（N。France，NE　Spain，N．A倉ica）l　Up。Maastricht．

　　（SE．Turkey）

E．（E．）翻6967：LAMBERT　Up。

E．（E．）ノb麗廊CHIPLON既R

π．（α）伽吻吻η翻5SCHMmT

E。（五。）56顯9痂伽D’ORBIGNY

E。（五。）769ぬ5αn麗5D’ORBIGM

π。（五。）769ぬ5α郷D’OB・GNY

丑．（ハ4，）6h∫7α乃hαη6アz5σ5CHIPLONKER

E。（ルf．）づn疏麗5SToLIGzKA　Campan．一Maastricht

∬，（ハ4．）7αnα（FoRBEs）　Campan．一Maastricht．

Turon．（Madagascar）l　Coniac．（R．ussian　Turkestan）

Low．Cenoman。（W．India）

Coniac。（Russi批n　Turkestan）

　Campan。一Maastricht．（S．India）

Santon。（S。France，NE．Spain）l　Up．Maastricht。（SE。Turkey）

Santon。（S。France，NE。Spain）l　Up。Maastricht．（SE．Turkey）

　　　　Low．（？）Cenoman。（W。India）

　　　　　　　　　　　　　　　　（S。Ind圭a）

　　　　　　　　　　　　　（S．India）
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ぎない．さらに，3つの階ないしそれ以上の長い年代範

囲を示すものはない．しかしながら，ウニの産出が量的

に限られており，また後で述べるように岩相に大きく規

定されているので，今後上方あるいは下方へ伸びる可能

性がある．

　4。2各年代の特徴化石

　第2表に示した本邦産の種には，外国産のと共通の種

が認められない．日本は白亜紀の間欧米はもちろんイン

ドからさえも遠くはなれていたので，大部分の種は目本

固有のものである．外国種に類似する種もほとんどが新

種（一部は新亜種）の可能性があり，これらとて本邦固有

のものとみなされる．そこで，類似の外国種を第3表2）

に示しておく．本邦種とそれに対応する類似外国種とは

年代が一致している場合が多く，ずれていてもせいぜい

1つの期（age）ぐらいのヒとが多い．両者の年代が比較

的大きくくいちがっている場合はごくまれである．この

点は，問題の種に関する属の年代が外国に比べて目本で

は上方または下方へ伸びているにもかかわらず，外国既

知種と比較したことにもとづく．

　一方，第3表にあげていない砂g麗燃（りg麗郷）P・5置伽一

6脚π5麗5，乃κ薦7勿5螂，P56励ωα5h吻伽噸あ6麗5，P。ブ‘ψo一

π伽，0・≠伽％6・那（0・吻5渉7襯）5％」6伽5，吻・ηα吻h・んんα6－

4・8η廊及び亙ηα肱擁ηα漉競5に対しては，外国に類似種

を見いだせない．特にP56掘oωα5h伽5獅属は現時点では

本邦固有の属であり，また胴ゆ・泌齢属もそのような性

格のものである（瓦h・んん鰯・6η廊は南サハリンからも産

する）．

　外国では，白亜紀ウニ化石はアンモナイトに比べて国

際間対比上の価値は低いが，一定の地域内において示準

化石として用いられている（例：MULLER　and　SCHENCK，

19433CooKE，1953三DEvRI於，19603ERNsT，1963，1968，

19721㎞E，19651BRITIs亘MusEuM，19721ERNsT　and

SEIBERTz，1977）。

　日本では，先に述べたように，ウニ化石は1つの階に

限られて産することが多いが，層序的分布範囲の上・下

限は必ずしも確定されたものではない．また，ウニの産

出は一般に限られており，しかも岩相に大きく規定され

ている．さらに，1っの属における各種間の系統上の関

係も明らかでない．以上の点はウニ化石を示準化石とし

て扱う上で難点となっている．しかしながら，現段階で

は1ある程度かけはなれた2地域ないしそれ以上の数地

域において主に1つの階（あるいはそれに準ずる年代範

囲）に限られて産する種は，広域的特徴化石3）として扱

2）分布地域のうち，北フランスと南フランスについては・現在の地

　理的位置ではなくて，白亜紀当時のウニの生物地理区（S臨TH，

　1984）にもとづいて区分した．

う（第4表）．一方，ウニ化石種が1つの地域内で比較的

狭い年代層序的範囲に限られて数地点から産する場合も

あり，このものを局地的特徴化石と呼んでおく（第4表），

広域的及び局地的特徴化石としてあげたものはすべて

Spatangoidaに属し，一般に泥質岩から産する．まず各

年代の広域的特徴化石にっいて述べる．

　ベリアシアン

　この時代の特徴化石はTo郷紛麺翅5で，このものは

牡鹿半島と相馬地域から見いだされている．ただし，外

国にはこれに類似した種が知られていない．なお，本種

に比較されるウニが坂本層から産する．

　バレミアン

　この時代の特徴化石としては，　乃綴5獅5傭h躍廊，

ψhθ」α惚567・励麗5，玩渉87α吻伽9・θ繍，且n6崩5，丑

ク％硲8η525，E窺α670hoZ6郷，P56％40御必h2如5渉67吻5≠26鰐がある．

上記諸種は西南日本秩父帯の各地においてK2（オーテ

リビアンーバレミアン）の地層群の比較的上部から産す

る．これらのうち，H6オ6郷齢卿α670hol伽は最も代表的な

もので，各地から比較的多く見いだされている．

　丁伽5紛5傭h撚廊の類似種は南ヨーロッパー北アフ

リカのバレミアンーアプチアンやモロッコのネオコミア

ンから産する．T・鰯6伽漉5は後述するように頂上系φ

の構造についてベリアシアンのT・加5郷よりも進化し

た特徴を示している・勘h6伽紛卿漉π郷は南ヨーロッパ

ー北アフリカのオーテリビアンから産する孟翻696γに

似るが，その対歩帯は後者のものに比べて特殊化し，多

少花紋状を呈している．飾魏α卿1伽go6鰯5の類似種は

ポルトガルの下部バレミアンや南フランス・スイスのバ

レミアンから報告されている。∬・脚ゴ傭の類似種はポ

ルトガルの上部オーテリビアンから産し，且脚縦廊の

類似種はスイス・イギリスのアプチアンに知られてい

る．且窺僻ohol郷は南フランス・スイス・北アフリカ

などにおいてバレミアンーアプチアンから産する且

oゐloπgπ5に近縁である．P56麗40ωα5h磁5紛は現段階では

本邦に固有の属である．

　アプチアンーアルビアン

　アプチアンの特徴化石としてはE如5姓sp．Aがあ

げられる．本種はTANAKA　and　KozAI（1982）力玉E御5魏

sp・として報告したもので，目奈久層下部や戸台層・銚

子層群酉明浦層から得られる．これの類似種は北東スペ

インやエジプトのアプチアンから産出する．北アフリカ

のアプチアンに類似種をもつTo郷卿a飢痂観は，戸台

3）帯化石とはいえないが年代決定に役立つと考えられる化石を便宜

　上特徴化石と呼ぶ．

4）　ウニの形態については付図に示す．
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本邦産白亜紀ウニ化石（田中啓策）

　　第4表　本邦白亜系の特徴的なウニ化石

Characteristic　echinoids　in　the　Cretaceous　of　Japan．

年　代
Age

　広域的特徴化石
Regional　characteristic　fossils

　　局地的特徴化石
Local　characteristic　fossils

マストリヒチアン

Maastrichtian
Nゆo％臨67

　ho肋漉406％s乞sカンパニアン

Campanian

飽編鰯67（L6甥6吻sオ6z
　　　ρo塊0郷1お

サントニアン
Santonian 地吻αs妙（磁別勿sオ67）

　　　aff．s渉6Jlα

肋雁観67（ハ466αs渉67）

　　aff．名朋召コニアシアン

Coniacian
地吻α吻7（地吻α惚7）

　　％2吻伽8癬sチューロニアン

Turonian

セノマニアン

Cenomanian

アルビアン

　Albian
To％鰯67aff．癬」6乞 動嬬忽規吻ho魏％s

アプチアン

　Aptian
動1αs∫67sp．A

バレミアン

Barremian

To蚊zs孟67sごz多z6hz6ωzs商且ρh6彪s孟召7s6πoあ％錫ε

耳6彪昭S孟召7δ％η806％ε乞S＊　π．％飢露ZS

∬．』y％硲ωzs乞s　　　　　　　　／1．％zα6名ohol6欝

Ps6z640z仇zsh露硲ホ67野zysあ6z偲

オーテリビアン

Hauterivian

バランギニアン

Valanginian

ベリアシアン
Berriasian

To駕s餓　　力7試s6％s

＊下部バレミアンに限られる　OccurringonlyintheLowerBarremian

層（上部アプチアン）や宮古層群平井賀層上部（下部アル

ビアン）から産している．本種は，後で記すように対歩

帯における孔帯の特徴や対歩帯の花紋の先端近くにおけ

る粒状帯（granular　band）の胚芽的発達に関して，バレミ

アンのT・5伽6伽癖5（乃κ観67属中の典型的なグルー

プ）よりも進んだ特徴を示している．T。afE　o歪」観はア

プチアンーアルビアンの特徴化石となり得る．

　コニアシアンーサントニアン

　コニアシアンからサントニアンにかけての特徴化石

はπ6η語α5房7（島窺ゑα謡6r）afL5∫8JJαとE，（ハ466（z3甜7）afL

襯αである．前者は北海道浦河地域の上部蝦夷層群中の

コニアシアン，上猿払地域の同層群中の上部サントニア

ンから，さらに湯浅地域の二川層下部（サントニアン）

から見いだされる．本種は飾痂α5卿亜属の形態群

（TANA鮎，1984b）のうちのγ群に属する．且（E）a丘

5」6伽の類似種は北フランスのセノニアン，米国東岸の上

部白亜系から報告されている．∬6痂α5紛（ハ46螂♂勿a圧

7α郷は未記載種であるが，北海道において芦別・幾春別

・三毛別各地域の上部蝦夷層群中の上部サントニアンか

ら産する．さらに，この種に比較されるウニが浦河地域

において上部蝦夷層群中のコニアシアンから見いだされ

る．本種は飾痂α5紛（M卿吻7）a丘6励‘窩に比べて前
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溝が幅広く，前対歩帯が先端で閉じ，後対歩帯が短い．

　カンパニアンーマストリヒチアン

　カンパニアンでは，H6？漉爾渉67（五砂膨万伽♂θ7）ρo砂goηα」お

が特徴化石となる．本種は淡路島の和泉層群志知頁岩層

や湯浅地域の鳥屋城層上部，九州甑島の姫浦層群C層（田

中・寺岡，1973）から産し，中一上部力．ンパニアンを

特徴づける．これの近縁種は南インドのAriyalur層群

（カンパニアンーマストリヒチアン）に知られている．

躍卿ηα5僻ho概α乞408π5乞3は北海道の目高・浦河両地域の上

部蝦夷層群，稚内地域の函渕層群相当の尾蘭内層，茨城

県の那珂湊層群，淡路島・和歌山地域の和泉層群下部亜

層群それぞれのカンパニアン（中一上部カンパニアン）の

部分に含まれ，また淡路島の和泉層群中部亜層群中の下

部マストリヒチアンの部分からも産する．さらに，本種

の産出は南サハリンの中部カンパニアンからも知られて

いる．したがって，1V。ho襯乞406n廊は中部カンパニア

ンー下部マストリヒチアンの特徴化石となり得て，その

産出は主としてカンパニアンに限られる．この属は現時

点では目本（同一白亜系堆積区として南サハリンも含む）

に固有の属である．

　これまでに述べてきた広域的特徴化石とは別に，局地

的特徴化石として次の2種があげられる．E伽5獅

痂螂oα泌は宮古層群中の上部アプチアンー下部アルビ

アンの部分に多く含まれている．これの類似種はフラン

スやスイス（？）のアルビアンから産する．E餓伽卿

（伍痂α伽7）％ω昭耀郷歪5は宇和島地域の四万十累層群中

の中部チューロニアンー下部コニアシアンから普通に産

出している．このウニは玩痂α5卿亜属の形態群中のα

群に属する．本種は南インドのUtatur層群（セノマニア

ンーチューロニアン）から産する且（E）ノン・痂磁郷や南

アフリカのセノニアン産且（E）ノ励顔に近縁である．

5．産状

　本邦の白亜紀ウニ化石は海成層の種々の岩相から産出

し，特に泥質岩から多く見いだされている．岩相別にみ

たウニ化石の産出を第5表に示す．岩相については，礫

質砂岩相・砂岩相・泥質砂岩相・中間相及び泥質岩相に

大別し，さらに各相を細分した．第5表に示した以外

に，礁性石灰岩ないし砕屑性石灰岩（石灰藻・サンゴな

どに富む）からキダリス型のとげも産する．このような

例は下部白亜系の下部蝦夷層群・有田層・宮古層群など

にみられる．ここでは，先ず分類グループ別にみたウニ

化石の産状の一般的傾向について述べ，次に宮古層群産

ウニ化石群の産状を記し，生，息環境や生活様式について

も言及する．

　5。1　一般的産状

　第6表からわかるように，ウニ化石は目（Spatangoida

では帯線の有無によって2グループに分ける）のレベル

でみると，それぞれ特定の岩相からより多く産する傾向

が認められる．すなわち，Cidaroidaに属するウニは

礫質砂岩相から，HemicidaroidaやHolectypoida，Cas－

siduloidaに属するウニは砂岩相ないし泥質砂岩相から

産している．とりわけ，HolectypoidaのC・6πh・」66≠鎚％3

ρ爾吻η螂は砂岩相よりも泥質砂岩相（二枚貝化石を多く

含む泥質中一細粒砂岩）から多産する．

　Spatangoidaに属するウニは泥質砂岩相（泥質細粒砂

岩）に豊富に含まれていることもあるが，全体としては

泥質岩相において圧倒的に優勢である．さらに，Spatan－

goidaのウニのうち，帯線を欠くもの（Aグループ）は細

砂質シルト岩一シルト岩に卓越するが，それを有するも

の（Bグループ）はシルト岩一泥岩に優勢である．したが

って，前者は後者に比べてより粗粒の泥質岩から多産す

る傾向を示し，それ故に大局的にみてより浅い環境に

生息していたと推察される．実際に，Aグループの代

表者飾♂徽5卿属やE伽5卿属はBグループの代表者

飾痂α5卿属に比べて全体としてより粗粒の地層に含ま

れる傾向がある．また，Aグループの飾魏α5卿耀‘70一

ゐol6郷やEρ伽紛痂知ん0ηαπ郷は泥質細粒砂岩のほかに細

砂質シルト岩から多数見いだされる・H・伽670hol6郷を

多産する泥質細粒砂岩には三角貝などの浅海生貝化石や

螺環の巻きが解けたアンモナイトが多数含まれている．

一方，Aグループに属するが周花偽帯線（peripetalous

pseud・一魚sciole）を具えるE伽5≠67z・η痂％5を多く含んで

いる岩相はシルト岩である．なお，∬θ痂傭67は一般に泥

質岩相に含まれるが，種によっては浅海生貝化石を含む

泥質細粒砂岩からまれに産する場合（例＝E（ハ4卿吻〉

窩魏α5磁η豆s）もある。

　Holasteroidaに属するウニ（帯線をもたないグループ〉

は砂岩相・泥質砂岩相・中間相・泥質岩相のように種々

の岩相から採集されているが，特定の岩相に多く含まれ

る例は知られていない．なお，Cidaroidaに属するウニ

のとげが細砂質シルト岩から，Phymosomatoidaのウニ

がシルト岩から得られた．

　上記の一般的傾向については，ウニ化石が必ずしも現

地性ではなくて，多かれ少なかれ異地性の場合もあるこ

とを考慮しなければならない．Hemicidaroida，Holec－

tyPoida，Cassiduloida，Holastcroida（帯線を欠くグルー

プ）に属するウニは，一般に表生（ただしCassiduloida

のPッ8％郷では殻の一部が堆積物中にうずもれていたと

推察される）であったので，それらの遺骸は死後生息揚
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本邦産白亜紀ウニ化石（田中啓策）

　　　　　　　　　　第5表　本邦産白亜紀ウニ化石種の岩相別産出

Occurrence　of　Japanese　Cretaceous　echinoid　species　according　to　lithofacies。

礫質砂岩相　CONGLOMERATIC　SANDSTONE
　　1．貝殻質砂岩　Shelly　sandstone

　　　　　　　　　　S渉8760624副5sp・

砂岩相SANDSTONEFACIES
　　2．中粒砂岩　Medium　sandstone

　　　　　　　　　　珍9％7μ5（珍8％7％5）60ηψ」απα伽5

　　3．中一細粒砂岩　Medium一且ne　sandstone

　　　　　　　　　　み9％7％5（乃9㍑7㍑5）af［。60ηψ」απα紘5

　　　　　　　　　　．吻・ηα甜h・えん鰯・θη5‘5

　　4．細粒砂岩　Fine　sandstone

　　　　　　　　　　　T700hoあα7αえ露θπ認5

　　　　　　　　　　0・6πhoJ66卯％5P6痴・π6鋸5

　　　　　　　　　　珍9π7鴛5（う9解郷）ρ05渉6706吻απ錫5

　　　　　　　　　　HoJα5≠676卿6σ伽伽5

　　　　　　　　　　πol醜7aHt．襯ho吻π2

FACIES

泥質砂岩相　M’UDDY　SANDSTONE　FACIES
　　5．泥質中一細粒砂岩　Muddy　medium一価e　sandstone

　　　　　　　　　　σ・6ηhoJ吻卿h嘱65h歪醒6繍

　　　　　　　　　　0・6nhoJ66卯％5ρ6蜴・n6π5＊＊

　　　　　　　　　　1孟oJα5≠67aHこ．」α6∂歪5

　　　　　　　　　　⑳σごZ5∫67m勿αた0αππ5

　　6．泥質細粒砂岩　Muddy且ne　sandstone

　　　　　　　　　　7セケα87αηzηzαsp・

　　　　　　　　　　温oJα5彦67sp．ex　gr。ノ1・21z渉67ηz6漉z65

　　　　　　　　　　E6h動060ワ5sp．ex　gr。E。盈ア7σηz嘱α渉ε∬

　　　　　　　　　　7「0κα5孟87aHl。αηψ」麗5

　　　　　　　　　　Toκα5ホ67a，ff．∂ぎJJ6∫

　　　　　　　　　　Bθ∫θ7α5孟67・η8κ歪麗5

　　　　　　　　　　島孟87α5」67窺α670hoZ6z63＊＊

　　　　　　　　　　正琵孟67α5」67hゑ穴zπαηz6π5歪5

　　　　　　　　　　彫2α5♂67η2砂αん0αη初5＊

　　　　　　　　　　読吻吻（肋吻吻）（？）aff・伽7繍

　　　　　　　　　　∬6窺毎謡67（瀬66α5オ67）ηz魏α5α6π525

中間相　INTER．MEDIATE　FACIES
　　7．シルト質細粒砂岩一細砂質シルト岩　Silty丘ne　sandstone岨ne　sandy　siltstone

　　　　　　　　　　E6h∫η060τア5sp．ex　gr．E．か観2πぎ4伽z∬

　　　　　　　　　　P56π4hoJα吻sp．

　　　　　　　　　　7bxα5渉6γ5αη6hz66π5雰

　　　　　　　　　　H6渉67α5孟67窺ごz670hoJ6z躍

　　　　　　　　　　1功歪α5♂61ηZ砂αん0αηα5

　　　　　　　　　　H6窺毎5オ67（五夢ηZ67勉5歩67）C£ρ0顔90πα面5

泥質岩相　MUDROCK　FACIES
　　8．細砂質シルト岩　Fine　sandy　siltstone

　　　　　　　　　　βごzJごzπ06嘱α7σ5sp。（spine）
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第5表　っづき

　　　　　　T706ho海ごzzαえ商8π5∫5

　　　　　∬oJ（z5孟67sp．ex　gr。π。2π孟67ηz6漉z65

　　　　　πolα5ホ67sp・A

　　　　　　Toκα5」675απ6h麗6η5歪5

　　　　　劫h6傭675670孟伽5

　　　　　　π6≠徽5♂67π翻」ゴ5

　　　　　　地伽吻ツ襯58漉5

　　　　　π6渉6ηz5孟67η3α670hoJ6z∬＊

　　　　　彫∫α吻吻αんoα灘＊＊

　　　　　π6吻吻（五騨6吻5孟67）C£ρ0塊・π幽

　　　　　∬6吻吻（磁6醜7）aff。歪η漉郷

　　　　　　P56協oωα5hぬ吻吻撹」6％5

　　　　　　13（ψn6z65渉65（？）sp。

　　　　　　聯・泌オ勲・ん左磁・襯5＊

　　　　　　Nψo鰯齢繍伽剛06η525

　　　　　　ハ吻o翅5哲67sp．A

9．シルト岩Siltstone
　　　　　　E6h伽o渉毎7α（？）sp．

　　　　　　Holα5孟67（P）sp。B

　　　　　　P56吻ηαη吻5（？）伽痂

　　　　　　To棚吻加56初5

　　　　　　助h6」醜75670伽5

　　　　　　地孟87α吻伽go翻5

　　　　　　H6♂徽5♂67π6漉」∫5

　　　　　　∬6蜘吻ク襯36競5

　　　　　　H6」67α5診67ηzα070hoJ6％5

　　　　　　島伽吻a鉦．06吻臨榔

　　　　　　π6孟87α5齢sp。A

　　　　　　彫傭θ7zoηα吻5＊＊

　　　　　　助∫ごz5言67sp．B

　　　　　　挽吻5孟βγ（飾吻5孟θ7）麗吻伽η5i5

　　　　　　翫痂吻（L卿6吻謝）Po塊oη廊

　　　　　　P56掘oωα5h伽吻吻ン5孟歪粥

　　　　　　P5励㈱伽5勿‘ψ・π歪6爵

　　　　　　ハ4づ07α5哲67（ハ4歪67α5言67）（？）sp．

10．泥　岩　Mudstone

　　　　　　E6h2η060ワ5sp。ex　gr．E。56z躍α翻5

　　　　　　S孟6πoηα認67sp．

　　　　　　TOXα5♂67af［．∂記」66

　　　　　　7b襯5孟67sp．A

　　　　　　助’α5齢sp。A

　　　　　　読吻吻（玩吻吻）＆琵。5観α

　　　　　　π6吻吻（π6吻吻）affψ観6孟α伽

　　　　　　π6吻吻（0769・脚5孟67）sp．

　　　　　　飾吻吻（L卿6吻5渉67）af［。769ぬ54綴5

　　　　　　H6吻吻（M166α吻）aHt。づη漉螂

　　　　　　H6吻吻（磁6醜7）a狂。7αηα
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第5表　っづき

P5θ初40zθα5h髭α5渉67（？）sp。

泥質フリッシュ相　MUDDY　FLYSCH　FACIES
　11．葉理砂質シルト岩　Laminatedsandysiltstone

　　　　　助づα吻af肋o襯5

　12．葉理砂質泥岩　Laminated　sandy　mudstone

　　　　　漉ηz勉謡67（漉ηz乞α謡θ7）sp．C

　　　　　H6痂α5≠67（Hθ擁観67）sp．D

　　　　　H6痂α3」67（Lり彫吻5ま67）sp。A

　　　　　地而α5渉θ7（孤66α5≠67）afu励偽

＊2種以上の岩質から産する種につヤ・て，より多く産する場合を示すShowing　more　dominant　occurrence　than　in　other　rocks

＊＊多産Abundant

　　　　　　第6表　本邦産白亜紀ウニ化石（目）の岩相別産出

Distribution　at　order　level　of　Japanese　Cretaceous　echinoids　with　respect　to　lithofacies．

種　類（目）

Cidaroids

Hemicidaroids

Phymosomatoids

Holectypoids

Cassiduloids

Holasteroids

SpatangoidsA
　（fasciole　absent〉

Spatan3・idsB
　（fasclole　present）

礫質砂岩相　砂岩相　　　泥質砂岩相　　　中問相 　　　　　　泥質フリ泥質岩相　　　　　　ツシュ相

1 12－4i56 7 8　　9　　10 11－12

○

○

O
O
O
×

◎

○

O　　O

O　◎
○

O
○

○

×

○

○

O　　O　　O

◎　◎　O

○　◎　◎

○

○

岩相タイプ1－12は第5表参照　For　the　types　oflithofacies51，2。．。11and　l2，see　Table5。

◎優勢dominant　O産出　Present　×異地性　乱lochthonous

所から他の場所へ移動しやすかった．Spatangoidaのウ

ニは一般に内生であったが，ERNST（1973）が指摘するよ

うに死の直前に底質上に現われるので，他所へ運ばれる

ことがあった．したがって，泥質堆積物中に潜没して生

息するウニの遺骸は現地性の場合もあれば，多かれ少な

かれ異地性の場合もある．

　上記に関連して，産状の若干例について述べる．甑島

の姫浦層群C層の1露頭において，　泥質岩中に内生の

Hemiasterの個体が多数存在し，いずれも殻の反口面を

上に向けている．この場合は遺骸を現地性とみなしてよ

い．一方，同層の別の露頭における泥岩中に，表生の

Phymosomatoidのウニ（E・h∫ηo地7α？sp・）カ§数個体見ら

れ，いずれも口側面を上に向けている．これらのウニは

生息当時の状態を示していない．しかしながら，殻面の

一部にはとげが付着し，周りにも散らばっているので，

生息場所からあまり移動していなかったと推察される．

このような状態は問題のウニが比較的静かな水中に堆積

し，その場所での堆積速度が大きかったことを示唆す

る．

　Spatangoidaに属する万ψoηα5紛は一般に細砂質シル

ト岩から産するが，例外的に那珂湊層群中の砂岩層から

も見いだされた．この砂岩層は斜面相（しばしばスラン

プ層を伴う）の泥質岩中に挟在する再堆積性砂岩と判断

され，それ故に上記のウニを異地性とみなしてよい．泥

質岩中に散点的に含まれるキダリス型のとげはもちろん

異地性のものである．

　以上に述べたことからわかるように，異地性の場合も

多少あるが，目のレベルでみた場合，ウニ化石は特定の

岩相から卓越して産する傾向が認められる（第6表）．こ

の点は，他の研究者（例：NIcHoLs，19593ERNsT，1970・

1971a，1971b，19731McNAMARA　and　PHILlp，19801

SMITH，1984）が指摘したように，殻の形態（特に殻の高
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　　　　　　　　　第7表　宮古層群産ウニ化石の岩相別産出

Occurrence　ofselected　echinoid　species　fヒom　theMiyako　Group　with　respect　to　Iitho伍cies。

SJ67606嘱ごz725sp．

7初7α97αη2ηzαsp．

σ・6ηh・」66塑麗5ρ6肋η6撹5

006ηhoJ66卯鰐h蜘h加θ戚5

πoJ観67めψ6伽伽

HoJα5渉67aff．」α6痂

飾傭67aH瀞απhoψ6痂

710綴5渉67af£∂2JJ6づ

五麺5」67郷加んoα郷

彫乞観67zoπα吻5

　　1
貝殻質砂岩

O

　4

細粒砂岩

O

○

○

　　5
泥質中一細粒

　砂岩

　　6
泥質細粒砂岩

O
◎

O

○

O
O

　　8　　　　　9
細砂質シルト岩シルト岩

◎

◎

For　numbers（types　oflithofacies）see　Table5・　◎優勢dominant　O産出　present

さや膨らみ具合），器官（歩帯・囲口部・囲肛部・とげ・

帯線など）の機能形態と生息環境（ことに底質・水の動き

・水深）や生活様式（表生・内生・潜没生息深度，摂食

様式など）との相互関係で説明される．これに関連して，

種のレベルでみた宮古層群産ウニ化石群の産状について

述べる．

　5．2宮古層群産ウニ化石群の産状

　下部白亜系宮古層群（上部アプチアンー下部アルビア

ン）は，主に外洋性の沿岸一浅海域に堆積した地層で，

礫岩・礫質砂岩・石灰質砂岩・貝殻質砂岩・シルト岩か

らなり，ごく少量の石灰岩を伴う．大型有孔虫・サンゴ

・巻貝・二枚貝・アンモナイト・ベレムナイト・ウニ・

石灰藻など多彩な化石を豊富に含む．ウニ化石は多くの

地点や層準から産出し，種類によってはかなり豊富であ

り，現在のところ10属13種が識別されている（TANA鮎

and　OBATA，19821川上・田中，1983）・本層群は日本の

白亜系のうち，ウニ化石の属・種数及び個体数が最も多

い地層である．砂質相・泥質相両群集が認められ，前者

に比べて後者の方で属数がはるかに少なく，他方個体数

はずっと多くなる．これらのウニ化石の産状は以下に記

す通りである（第7表）．

　キダリス型のこん棒状を呈する大とげ（primary　spine）

がときどき貝殻石灰質粗一細粒砂岩（粒度の点では礫岩

ないし礫質砂岩に相当し，造礁性サンゴ体の円磨された

同時礫を多数含む）中に，さらに砕屑性石灰岩中にも見

いだされる．ただし，この種の大とげがどのような種類

の正形ウニのものであるかは不明である．さらに，正形

ウニに属するS∫67606∫4伽5冒sp．も貝殻質砂岩から採集さ

れた．これらのウニは水の動きや波浪作用のある沿岸に

おいてサンゴ礁が存在するような固い粗粒砕屑質ないし

岩石質の海底上に好んで生息していたであろう．

　正形ウニのT6襯g7伽灘sp．では，大とげは数や大き

さからして先に述べた正形ウニの場合ほどに粗大ではな

い．このウニは産出岩相から判断すると泥質砂底上に生

活していたと考えられる．

　σ・6ηhol66砂ρ％3ρ爾40π備は形態上正形ウニと典型的な

不正形ウニとの中間型の原始的な不正形ウニで，殻がむ

しろ低く，囲口部，囲肛部ともに大きい．その産出は豊

富な二枚貝（三角貝やθo痂卿αが卓越）と共存して泥質

中一細粒砂岩や泥質基質に乏しい細粒砂岩に限られ，前

者中に比較的多い・C・h励5h勉6癖5も泥質中一細粒砂

岩から得られた．両種は公海性浅海の泥質砂底ないし

砂底に生息し，形態的特徴からして，また丑oJ鰯鎚術

46p7655鉱5（LESKE）の生活様式（SMITH，1984）から類推する

と，一時的に底質中に潜没していたと推察される．

　不正形ウニのHo伽卿6砂卿観螂，且aE∂αηh卿癩を

産する岩相は細粒砂岩，乱a舐伽痂の場合は泥質中一

細粒砂岩である・上記3種はOo6πhol66≠％％5の2種と同

様に，先に記した正形ウニの肋卿6痂儒やキダリス型

の大とげをもった正形ウニに比べてより細粒の堆積物か

ら産出している．Eo伽卿の3種は公海性浅海の砂質底

上を好適な生活場所としていたと考えられる．

　7b郷卿a任∂乞」観は泥質細粒砂岩から採集された。こ

の岩相はCo6πhol鰯塑％5，温oJαs」θ7それぞれの各種を産し

た岩相よりも細粒または泥質である．このような相違

は，おそらく生息場所の底質の差異を反映しているであ

ろう．さらに，T・afL痂観では前溝が発達し，対歩帯

が亜花紋状（subpetaloid）を呈して多少沈んでいるのに対
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して，C・6ηhoJθ・妙ρ％5の2種（前溝を欠く）とHoJα5獅の

3種（前溝はT．a任∂∫」観の場合よりも浅い）では対歩帯

が長くて沈んでいない．T．afL痂観は内生で，おそらく

σ08ηhoJ66卯％5の2種よりも深く潜没していたであろう．

　助伽紛痂螂oα郷及びE．zoπα吻5の両種は，宮古層

群のウニ化石の中では最も多産するものである．産出岩

相は泥質岩及び泥質細粒砂岩で，これまでに述べてきた

すべての種の場合に比べて全体として細粒であり，泥質

基質に乏しい砂岩相からは見いだされていない．これに

関連して，E伽5卿の両種ではいずれもTo郷雄a伍翻θ5

のほぼ同じ大きさの個体に比べて明らかに殻の薄い点が

注目される。E伽5獅の両種は沈んだ対歩帯と周花偽帯

線ないし粒状帯の発達で特徴づけられている．この点や

産状から判断すると，両種は一般に上記他種の生息場所

よりも全体としてより深レ＞，すなわち中程度の水深（浅

海一半深海）の泥質底に好んで生息し，内生であったと

考えられる．

　さらに詳しくみると，Eρ伽紛而螂・α篇は細砂質シ

ルト岩中から多産し，泥質細粒砂岩中にも少なからず含

まれている．このウニを多産する岩相（砂質シルト岩）は

オルビトリナに富む砂岩（タービダイトの場合ほどには

顕著でないが級化層理を示す）とひんぱんに互層し，二枚

貝（0彪㈱％一ときどき合弁一が卓越）を多く含む・一方，

E．zo鰭伽はシルト岩中のみから豊富に産出してきた．

このシルト岩には多種の二枚貝（M卿鰯6伽，Pα弼観o－

40η，！％ηoηα∂∫3，01ッ6抑爾5，亙62≠h6α，撤吻7≠8など）や巻貝

・アンモナイト数種・ベレムナイトが含まれ，さらに黄

鉄鉱の微粒が部分的に散点している・Eρ伽卿の両種は

同一産地において共存することがない．したがって，E，

煽螂oα照5はE．zoη副％5に比べて大局的にはより浅く

て流れのある環境に堆積した分級の悪いより粗粒の底質

中に生息していたといえるであろう．宮古層群全体の岩

相の垂直・水平変化の傾向や古地理的復元（田中，1978）

から判断すると，且zoπα吻5に富むシルト岩相は湾入部

に堆積し，E痂鋼んoαπ狐を多産する岩相はより外洋水の

影響の強い環境に堆積したと考えられる．

　以上に述べたことからわかるように，宮古層群のウニ

化石を含む岩相，ひいてはウニが生息していたと推察さ

れる場所の底質は，E卿5卿zoηα吻5，E・痂螂oα郷，

Toκα3紛a庄∂σ1観，EoJα5紛3種一Co6ηhoJ66砂μ52種，

S♂6蜘6蜘痂一キダリス型の大とげをもつ正形ウニの順に

細粒ないし泥質であり，それ故に堆積環境はより深いと

結論される．要するに，たとえ一部では異地性の場合も

あろうが，ウニ化石が種類ごとに岩相と密接に関連して

産出する，すなわち特定の底質に好んで生息していたこ

とは明白である．

　なお，E伽5伽zoπα吻5では，E詔加んoαπ螂に比べて前

溝が幅広く，深くて前方へ広がっており，対歩帯が深く沈

み，周花偽帯線がよく発達している（第2図）．このような

形態上の相違は，前者の種が後者の種に比べてより細粒

の泥質底中により深く潜没していたことを示唆する．類

例はH8診θ郷雄の場合にも認められる・すなわち，バレミ

アンのE6麗ηgo8η廊と下部アルビアンのπh癩％膨癖5

は，前歩帯において長短両対孔の交互する様式が互いに

似ている．しかしながら，殻の一般的輪廓や前溝の性

状に関しては，且6観g・6癖5はEP砺紛zoπα吻5に，E

h癩η伽6掘5はE．雁雌oα脇に類似する（第2図）．しか

も同様に，H・ゐ観go6細5はシルト岩から，且h加ηα膨π廊

は泥質細粒砂岩から産する．したがって，上記のE物5紛

の例から類推すると，且伽go6細3の方が且h加％捌廊

に比べてより細粒の堆積物中における内生生活に適応し

ていたと考えられる．

6．動物群
　日本の海成白亜系では，地向斜相が卓越し，他方比較

的安定した陸棚上に堆積した浅海成相の発達は限られて

いる．このような堆積相の発達状況に規制されて，本邦

の白亜系におけるウニ化石の産出は全体として少ない．

実際に，現在判明している種類は，外国，とりわけ西ヨ

ーロッパや北アフリカ・米国テキサス州でよく研究され

てきたウニ化石動物群の場合に比べて属・種数ともにか

なり少ない．したがって，目本の白亜紀ウニ化石動物群

の全容を明らかにするにあたって，現時点での研究素材

や知識の不足は否めない．

　6、1　全般的特徴

　本邦の白亜紀ウニ動物群では，正形ウニの属の数が不

正形ウニの場合よりもはるかに少ない．この点は，化石

として保存される条件は別として，正形ウニの産出が堆

積相の発達状態（例えば礁相や炭酸塩相が例外的にしか

発達しない）に大きく規制されていることに基づく．不

正形ウニに属するSpatangoida目の要素が最も優勢であ

る．実際に，この目に含まれる属の数は他の目の場合よ

りも多く，また種によっては個体数も豊富である．Spat－

angoidaのウニは主に泥質岩相に含まれる．一方，砂質

岩相では，ウニ化石の産出が少なく．Spatangoida以外

の要素が卓越している．

　ウニ化石動物群の内容が，堆積相による規制とは別に，

生物地理的要素に大きく支配されていることはいうまで

もない．目本の白亜紀ウニ化石に関しては，世界の他地

域と共通の種がなく，また外国種に類似する種とみなし

一407一



地質調査所月報（第35巻第9号）
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　　　　　　　　　第2図　五海α漉7，島獅α5齢各2種の上面

Diagrammatic　outline　of　aboral　sur魚ce　ofthe　respective　two　species　of彫伽齢and磁獅αs畝

　　　　　　　a．琢εα5孟θ7zoηα吻5TANAKA

　　　　　　　b．彫歪観67鴛加んoαπ郷TANAKA
　　　　　　　c。彫ホ87α5ホ676観go6戚5TANAKA　et　NoDA

　　　　　　　d．読ホ6郷ホθ7h癩ηαηz6η5ε5TANAKへet　KAwAKAMI

たものの大部分も新種（一部は新亜種）の可能性がある．

それ故に，種のレベルでみた場合，本邦の白亜紀ウニ動

物群は独自性を示している．一方，属のレベルでみると，

ウニ動物群は世界の他地域との共通性は著しく大きい．

すなわち，本邦産の固有属（P翅40ωα5h勉5獅，1％ρo脇卿，

ほかにC・渉渉繊麗・oワ5の亜属0・7445舵窺）を除く23属は，す

べて環地中海地域（南ヨーロッパー北アフリカで代表さ

れる）から知られている．また，北ヨーロッパとの共通

属は上記よりも減少するが，少なくとも16属に達する．

ただし，分布が北ヨーロッパのみに限られる属は日本の

白亜紀ウニ動物群には見いだされない．インドーマダガ

スカル区，米国西岸一カリフォルニア半島（メキシコ）と

の共通属も，それぞれ少なくとも10属，5属（ほかに疑

わしい1属がある）を数える．さらに，北米湾岸一カリ

ブ海沿岸地域との共通属の数は少なくとも13である．要

するに，本邦の白亜紀ウニ化石動物群では，総体的に環

地中海地域の要素との関連が他地域の場合よりも大きい

といえる．

　日本産の属のうち，1％伽畝助伽軌磁而α5獅は汎世

界的ないしそれに近い地理的分布を示す．次に，分布が

かなり広い属としては7セ癩g7α卿α，Ooη2吻g％5，006ηho一

」6卿％5，伽伽5置θ7，E6h伽・・那，丁伽5ホ67，磁θ7α吻，盈6襯87

がある．一方，S言6ηo泌緋，助h6」α5孟6z5，00渉∫繊π60ワ5の本邦

以外での地理的分布は限られており，1つの生物地理区

（環地中海地域）のみから報告されている．

　世界のウニ化石動物群全般の消長からみると，その構

成要素は前期白亜紀と後期白亜紀との間に大きな差異を

示す．したがって，ここでは前期白亜紀と後期白亜紀に

大別して，日本のウニ化石動物群の特徴と時代的変遷及

び他地域の動物群との類似（第3表参照）や相違について

述べる．

　6ユ　前期白亜紀

　前期白亜紀のウニ化石動物群は，産状の点から泥質相

群集と砂質相群集に大別される．

　6・2・1泥質相群集

　泥質相群集はSpatangoida目に属するToxasteridae科

の7加α5紛，4ρh6」α5卿，H6紛α5卿，⑳乞α5∫6r及びHemiaster－

idae科のP56π40ωα5h伽5緋で代表される。この群集を含

む代表的な地層はK2（オーテリビアンーバレミアン），

すなわち有田統の地層である．

　To襯5孟67

　本邦産のTo聯紛には，ベリアシアンのT・伽蜘ら

一408一



本邦産白亜紀ウニ化石（田中啓策）

バレミアンのT。a侃佛P伽，T・5郷h％6鰯5及び上部ア

、プチアンー下部アルビアンの　T・a丘翻8ゴの4種類が

ある．さらに，ベリアシアンと推定される地層からTo一

脇紛sp・Aが産する．

　τa且α噸」％5，T。sp．A以外の3種では，対歩帯炉

わずかながらも沈んでいる・T。a圧伽伽5と　T．伽一

6h％6癖5及びT，sp．Aは歩帯の性質（対歩帯の前後両孔

帯が比較的似る）からみて，7b郷獅の中でも典型的な

グループである．これに対して，T・a猛び乞砺では前歩

帯が対歩帯と似ておらず，前対歩帯は後対歩帯と異なり，

しかも後対歩帯は先端において閉じる傾向を示して歩帯

孔が伸長している．以上のような性質は外国では後期（ア

プチアン以降）の種に現われ，7b郷獅属の進化において

より進んだものと解されている（DEVRI立s，1960）．さら

に，T・aH瀞歪」観では，対歩帯の花紋の先端近くに粒状帯

が認められるが，花紋の問には追跡されない．この種の

粒状帯あるいは偽帯線の発達は，外国では後期（アプチア

ン以降）の種に知られている．

　7厩α5卿ρ7ゑ56％5に関しては，そのethmophractタイプ

の頂上系が比較的原始的な構造（外国のベリアシアンー

オーテリビアンに現われる）を示し，一方では前歩帯が

対歩帯と著しく異なり，前対歩帯が孔帯について特殊化

した，すなわちより進んだ性質（オーテリビアン以降に

現われる）を具えている（TANAKへ，1984a）．Toκ嬉67の

進化方向（DEvR虚s，19605REY，1972）から判断すると，

本種はベリアシアンのような古期のものであるにもかか

わらず特殊化しているとみなされる．以上に述べたこと

から，τρ7励％5はToxasteridae科の系統の基幹にでは

なくて，1つの枝分れに位置するものと推察される．そ

して，本邦産のEθ卿α5卿のある種は上記のような枝分

れから直接に，あるいは間接的に派生した可能性が考え

られる．

　乃κα5獅sp．Aは対歩帯が沈まず，その前後両孔帯が

比較的似ており，また前溝が浅い点でTρ7魏鰐とは区

別され，さらに後者の種に比べて殻の上面に小さいいぽ

がより密に発達している．

　なお，高知県佐川地域の中一上部ジュラ系鳥巣層群か
ら産した∠JJo診oκ観67」05α6細5（LoRloL）は，NIsIYAMA（1968）

によりToxasteridae科の最古の代表者とみなされた．

しかしながら，最近当地域の鳥巣層群の上限が微化石に

より少なくとも下部ベリアシアンに達する（相田・岡田・

1984）と判明したので，本種の年代については再検討を要

する．この種はT。ρ72卿5やT．sp・Aよりも原始的なタ

イプである．

　Toκα3卿は，外国の下部白亜系では特に南ヨーロッパ

ー北アフリカに多種が知られているが，他方北アメリカ

ではテキサスにおいて1ないし2種にすぎず，南米コロ

ンビアでも1種だけである．日本のTbκα5紛は肋卿観6f

の場合に比べて種数が少なく，その上産出個体数もはる

かに少ない．本邦のベリアシアンのT。p痂伽は外国に

類似種を見いだせないが，他の4種それぞれの類似種は

環地中海地域（南ヨーロッパー北アフリカ）から産する．

　∠ψh61α5渉6γ

　本邦種以外では，南ヨーロッパー北アフリカのオーテ

リビアンの1種しか知られていない．日本産の4ρh6レ

α膨7sθ70伽螂は，個体数は多くはないが秩父帯各地のバ，

レミアンから産出している．本種は，対歩帯が弱く屈曲

するか，あるいはほとんどまっすぐで，多少花紋状を呈

しており，より後期のものに期待されるように外国種よ

りも特殊化しているとみなされる。

　∬8渉67α5卿

　この属のウニは泥質相群集のうちで最も優勢で，少な

くとも7種が識別されている．そのうち5種はバレミ

アン（K2）から産し，種によっては（例えばH6」6郷卿

灘670hol6％3）個体数も多く，他の2種は下部アルビアンか

ら産する．

　上記の7種は，対歩帯が沈むか否かによって2っのグ

ループに分けることができる．H、わ観go6η廊，且π顔傭

及びH。瓢670ho伽5では対歩帯が沈まないが，鼠卿α5－

6π5∫5，H．h加％膨漉5，且a伍o捌9％α傭及びH。sp．Aで

はそれがわずかながらも沈んでいる．彫渉徽5卿の前歩帯

における対孔の配列型式には，∬伽郷魏タイプ（歩帯孔

が3列に配列）とE鰯伽卿タイプ（4列に配列）とがあ

る．バレミアンの種についてみると，且伽670ho伽5の

みが漉」6郷魏タイプを示し，他の種はすべてEη詔α5卿

タイプを示す．アルビアン産の2種は飾副α5紛タイプ

で特徴づけられる．

　E灘67・ho勉5ではバレミアン産の他種と異なって，前

溝がかなり長くて深く，歩帯（殊に前歩帯）の対孔が数多

く，対歩帯も殻縁近くまで伸びて幅広く，沈まず，さら

に囲口部が深くくぼみ，粒状帯ないし偽帯線が花紋状部

を囲んでいる．本種は細砂質シルト岩・シルト岩のみな

らず泥質細粒砂岩からも多産する．これに対して・E

伽g・6漉5，且η襯伽，E・ッ襯卿鋤各種の産出は細砂質

シルト岩・シルト岩に限られている．丑，瓢粥ho伽5は，

形態的特徴や産状からして他の3種よりも生息範囲が広

くて環境への適応性が大きく，また幅広い生活様式（内

生一半内生）を示していたといえるであろう．一方，他の
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3種も互いに類似性が小さい．特にH・脚卿廊は，形態

的特徴について∬．ゐ観go傭おやH』π顔傭（後二者は比

較的似る）とかなり異なり，内生生活に対してより特殊化

していると推察される．上記のバレミアンの4種は同期

初頭においてToxasteridae科中の別々の分枝に位置し

ていたようで，とりわけH詔α670hol6％5は他の3種とは

大きくかけはなれた系列に位置しているであろう．

　下部アルビアンから産する丑・a猛o襯卿伽の頂上

系はethmophractタイプであるが，両方の後生殖板が穿

孔体によって分たれている．このような性状は彫」6郷一

∫67の後期（アプチアン以降）の種に現われる（DEVRI危s，

1960）．これに反し・て，同じく下部アルビアンから産す

るH・h加％膨癖5では両方の後生殖板が互いに接して

いる．

　丑a飢o捌g脇郷は，前歩帯において長い対孔と短い

対孔それぞれの1対が規則正しく交互し，また対歩帯が

沈んでいる点に関して本邦産バレミアン種のうちでは

∬．ッ襯56η廊に似る．ちなみに，両種はいずれも泥質岩か

ら産する・且afE　o捌卿嬬は丑脚翅廊から問接に・

あるいはその類縁種から由来したと考えられる．この系

列では，殻形の伸長と最大幅の位置の後退，頂上系の位

置の後退，前溝の長さと深さの増大，前縁切り目の発達

のような形態変化が認められる（第3図）．上記の推定さ

れる系列が示す形態変化は，泥質底質中により深く潜没

するような生活様式への適応変化を反映しているものと

みなされる．

　彫♂8郷卿は特に西ヨーロッパー北アフリカにおいて

アプチアンを中心にバレミアンからアルビアンにかけて

多種が知られている．一方，本属は北米（特にテキサス

・メキシコ）ではアルビアンに豊富であるが，ネオコミ

アンの種は南米コロンビアから1種が産するにすぎな

い．目本では，彫卿α5雄がバレミアンから普通に産し，

各種の類似種は環地中海地域（南ヨーロッパー北アフリ

カ）を中心とした地域から報告されている．とりわけ乱

観α670h・」‘％5はE・oゐJoπg％5に近縁である．本邦の下部ア

ルビアンにおける∬6」6郷紛の産出はまれであり，類似種

はアルジェリアあるいはテキサスから産する．

　助翻67
　本邦産の白亜紀前期の種としては，下一上部アプチア

ンのE伽吻7sp，Al上部アプチアンのE・zo鰭伽及び

上部アプチアンー下部アルビアンの瓦椛加んoα騰の3種

が知られている．第1番目の種では，幅広く輪廓のあま

り明瞭でない粒状帯が，第2番目の種では偽帯線が花紋

の先端を囲んで発達する．それに反して，E吻ακoα篇

には粒状帯も偽帯線も発達していない．

巡レ
／ク◎

　　　禽

a

／フ黛

　　　鵬

b
　　　　第3図　地獅α5砂2種の上面

Diagrammatic　outline　of　aboral　su㎡ace　of　the　two

species　of　H6∫67α5診67．

　　a。π6孟6昭吻7」り襯56漉5（TANAKA　et　OKuBo）

　b。π6渉θ7α認67sp、af£E　o房吻％α診z∬（CLARK）

　彫乞α5卿は北米のアプチアンーアルビアンにおいて

磁餅α5紛よりも劣勢である．一方，E〆α5餅は日本のア

プチアンーアルビアンにおいてE伽7α5魏やTo詫α5餅よ

りも卓越しており，殊に宮古層群から多産する．本邦産

3種それぞれの類似種は環地中海地域のアプチアンーア

ルビアン，あるいはマダガスカルのアルビアンに知られ

ている．

　P58z如藍oz朋z5h露α5」67

　この属は今のところ日本以外の地域からは知られてい

ない．2種が識別され，バレミアン及び下部アルビアン

から産する、なかでもバレミアン種のP．剛5置翻3（模式

種）は・個体数が多くないけれども秩父帯各地から得られ

ている．さらに，アプチアンからもこの属らし・いウニが

産する．

　バレミアン産のP。瑚3痂郷の頂上系では，TANA鮎

and　KOZAI（1982）以後の観察によると，両方の後生殖板

が穿孔体によって分たれていない．他方，下部アルビァ

ン産のP・ゴαρo競晦では，穿孔体が後方へ伸びて両方の

後生殖板を分かって両方の後眼板に接するように，頂上

系は前記の種に比べてより進んだ構造を示す．また対歩

帯の対孔についても，P。卿oπ蜘5はP．吻5痂％5に比べ

て歩帯孔の長さが減少するような特殊化した性質を示し

ている．

　P蜘40ωα5h吻蜘7属の分類上の位置については，周花

帯線の存在を重視した上で本属を一応Hemiasteridae科

に含めておいた．他方，前歩帯や対歩帯の一般的性状に

関する限りでは，本属はHemiasteridae科のウニよりも

磁屠α5雄の方により近縁である．実際に，P・鰐緬‘螂

は，帯線の発達は別として，前対歩帯が狭い以外は，本

邦バレミアン産の1㍑6郷紛種のうち且観研oho伽5に
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最もよく似ている．これに関連して，テキサスにおける

玩∫6郷∫67と確α5h伽5≠67（FlsHER　in　MooRE，edJ966に

よるとH：emiasteridae科に属する）との類縁関係が注目

される．しかしながら，上に述べた日本とテキサスにお

ける近似した状況は，互いに系統上の関連をもつのでは

なくて，異なった生物地理区での平行的な発達を示すも

のであろう．以上に記したことから，P鋤40ωα5h吻5妙

がToxasteridae科内の1つの特殊化した枝分れを代表し

ているという可能性も否定できない．もしそうであるな

らば，P．脚5痂％5とE．観α670ho勧3はToxasteridae科

の別々の側枝として派生し，前者は泥質底のような限ら

れた環境に，後者は砂質一泥質底のような多様な環境に

適応したであろう．さらに，両種は生活様式も互いに異

なっていた，すなわちP・鰐5痂π5は帯線の発達と対歩

帯の沈下からしてより細粒の底質中により深く潜没して

いたと推察される．

　泥質相群集の要素は砂質岩中にも含まれ，しかも多産

することがある．例えば，彫緋α5卿耀670ho伽5やEμ一

α膨7痂螂oα泌は泥質岩以外に泥質細粒砂岩中からも多

く産する．ただし，両種は泥質のより粗い砂岩や泥質基

質に乏しい砂岩からは見いだされていない．

　6・2・2砂質相群集

　砂質相（泥質砂相も含む）群集は，泥質相群集に比べて

種類や個体数が少なく，しかも産出地域も限られてお

り，全体として劣勢である．砂質相群集の構成要素と

しては，正形ウニのS擁彪4副5と丁雄αg7伽灘，不正

形ウニに属するH：01ectypoida目のCo6πhoJθ6卿麗s，Cas－

siduloida目のPツ9％卿5とnucleolitid，Holasteroida目の

π伽3卿で代表される・砂質相群集の代表例は宮古層群

産のウニ化石群である．したがって，砂質相群集の要素

の多くはアプチアンーアルピアンから産している．

　S渉876・6蜘765，T6加g翅窩瓢それぞれの1種が宮古層群

から産する．後者の近似種は南フランスのアプチアン，

マダガスカルやテキサス・メキシコ・南米コロンビアの

アルビアンから報告されてきた．

　0・6πhoJ66孟助班は2種が知られ，いずれも宮古層群から

産し，そのうちc・ρ痂40η郷は比較的多く産する・上記

2種の類似種は南フランスのアプチアンから産する．

　Pッg％郷ではPッg撹郷亜属の3種が識別され，すぺて

が秩父帯のバレミアンあるいはアプチアンから得られ

た．その中の1種P．（P．）60卯伽磁5の類似種はアル

ジェリアの上部ネオコミアンから報告されている．

　Ho伽卿は砂岩相（細粒砂岩）・泥質砂岩相からより多

く見いだされているが，細砂質シルト岩からも産する．

最下部白亜系から1種，バレミアンから1種，下部アルビ

アン（宮古層群）から3種が知られている．宮古層群産の

且6砂ρ6伽伽は比較的多く産する．本邦産バレミアン

種の類似種は西ヨーロッパ（北ヨーロッパも含む）のオー

テリビアンから産し，アルビアン産2種の類似種はヨー

ロッパ（北ヨーロッパも含む）のアルビアン，北米湾岸地

域や南アフリカのアルビアンから産出する．

　6。3　後期白亜紀

　後期白亜紀のウニ化石はほとんどが泥質岩から産す

る・それ故に，動物群は泥質相群集で代表されているこ

とになる・Spatangoida目のウニが卓越し，Holasteroida

目のウニも劣勢ではあるが重要であり，それ以外の目

（Hemicidaroida，Phymosomatoida）に属するものがきわ

めてわずかに産している．

　Spatangoida

　この目のウニでは，∬6痂α5紛が種数と個体数の点で圧

倒的に優勢で，そのほかE伽5獅，ハ4伽45卿（？），1vψoか

α膨7，（70伽側607脚などもある．

　本邦産の飾痂α卿7に関しては，少なくとも13種が知

られており，セノマニアンに2種，チユ」ロニアンに2

種，コニアシアンに4種，サントニアンに6種，カンパ

ニアンに2種が認められる．マストリヒチアンからも本

属らしいウニが産する．これらのH6痂α5紛の種は飾冊

傭67，076goηα5獅，髭卿爾α5紛あるいは砿卿5緋の亜

属に同定される．

　上記の諸亜属のうち，飾痂α蜘7亜属に属する種は，形

態の特徴によってα，β，7の3群に分けることができる

（TANAKA，1984b）．α群はH6痂α5≠67亜属の典型的なも

のを含み，E．（π）脚昭耀π廊で代表される．β群はα群

とγ群との中間型で，むしろ後者の方に近い．乱（冠）

sp．Cがこの群に属する。7群にはE．（旦）a鼠5」61」α，

H．（π）a鼠μ鰯伽5，H。（亙）sp．Dが含まれる．

　彫痂α5紛は上部白亜系の代表的なウニであり，汎世

界的に分布する．とりわけ環地中海地域（南ヨーロッパ

ー北アフリカ）では多種が識別されているが，北西ヨーロ

ッパ（例：イギリス・ベルギー・北西ドイツ）ではかなり

副次的である．インドや米国でも相当数の種が報告され

ている．本属は周知のように一般に暖海に生息したウニ

である．目本産13種の中にはインドーマダガスカル区や

南アフリカ，特にインドの要素に近いものが多く，ほか

に西ヨーロッパ，米国東岸などの要素に類似したものも

ある．インドの種との近縁は，とりわけ下部セノマニア

ン産の∬伽伽卿（ハ466α5紛）観伽5α6顧5，中部チユーロニ

アンー下部コニアシアンから産するH．（π）πω曜膨π廊，

カンパニアン産のH．（ムの耀吻吻）ρoりgoπα廊それぞれ

の類似種によって指摘される．
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砂α5卿は上部サントニアンから1種が報告された．

これの類似種は南インドのカンパニアンーマストリヒチ

アン（Ariyalur層群）にも知られている．チューロニア

ン（？）からも1種が得られ，これの近似種は南フランス

のセノマニアンから産する．

　ハ4卿α5紛については，日本ではこの属に同定される

らしい1種がまれに産するにすぎず，さらに類似したウ

ニも若干産出しているようである．とにかく本邦では

M伽α5紛のたぐいは∬6痂α5卿に比べて非常に少ない．

M伽α5研は特に西ヨーロッパの上部白亜系の代表的な

ウニであり，環地中海地域よりも北側（例えばイギリス

・北フランス・ドイツ）において多産し，化石帯が認定

されている．米国では，Spatangoidaのウニのうちで

M伽α伽7の産出がかなり少ないのに対して，H6履α5獅

には多種が識別されている．この状況は日本の場合と軌

を一にする．

　胴ψo篇卿は現在のところ本邦固有のウニで，3種が

識別される．そのうちの1種瓦hoκ鰯406顧5は各地の

カンパニアンから産し，下部マストリヒチアンからもご

くまれに見いだされる．さらに，本種の産出は北海道の

白亜系の北方延長にあたる南サハリンの中部カンパニア

ンからも知られている。Mρoηα5紛ho盈漉406π5乞5では，カ

ンパニアン産の瓦η4肋雁鰭・θ顔5の場合と同様に，殻

下面の後間歩帯はmesamphistemous　plastron（MooRE，

ed。1966，p・548）で特徴づけられる・これに対して，サ

ントニアン産と考えられる亙sp。Aの場合はprotam－

phistemous　plastron（MooRE，edっ1966，p．548）で特徴

づけられる．要するに，plastr・nは前二者の方でより進

んだ性質を示している．

　Oo」舵郷o那は1種がチューロニアンから産し，この

ものに対してCo74α5翻窺亜属（NIsIYAMA，1968）が提唱さ

れた．この亜属は外国から未報告である．ちなみに，

Oo彦舵粥o那は外国ではアルジェリアのマストリヒチア

ンから産する1種だけが知られている．

　Holasterioda

　この目に属するウニにはHo伽卿（？），伽7伽吻7・

E6h伽60那，P56％4αnαη6妙5（？），S娩oηα5卿の諸属がある．

　E禰no研鐸が上記諸属のうちで最も重要で，カンパニ

アンから2種が産出する．それぞれの類似種は北ヨーロ

ッパのカンパニアンあるいはチューロニアンー下部マス

トリヒチアンから産する．本属は西ヨーロッパにおける

上部白亜系の代表的なウニあり，殊にベルギーではカン

パニアンを中心としてセノニアンに豊富で，北西ドイツ

でも示準化石として用いられ，イギリスでも多産する．

一方，米国の白亜紀後期ウニ動物群においては動h伽一

卿ッ5がきわめて副次的である．日本の上部白亜系にっ

いても，この属がM伽観67とともに劣勢であるのが特

徴的で，米国の状況に似る．ただし，この点は両属のウ

ニを多産するチョーク質ないし泥灰質の堆積物が本邦に

発達していない（テキサスでは発達）ためではなくて，む

しろウニの地理的分散に関連するものであろう．

　cα74伽獅，3伽o騰饒はいずれもチューロニアンから

1種が報告されている．前者は世界的に広い分布を示

す．後者は外国では環地中海地域の上部白亜系や南フラ

ンスの年代未詳層（上部白亜系または古第三系下部）から

産する．

　以上述べてきたことから，目本の白亜紀ウニ化石動物

群に関して下記のように概括される．動物群の構成内容

を属レベルでみると，世界的に広く分布する属と共通

するものが多いが，他方日本固有の属に前期白亜紀の

P56％4伽励伽5紛と後期白亜紀の亙ψo鰯卿がある．さ

らに，本邦以外で1つの生物地理区（環地中海区）にしか

知られていないウニとしては，前期白亜紀の勘h6傭卿，

後期白亜紀のS娩o鰯紛，C傭郷％607ア5があげられる．一

方，種のレベルでみると，外国との共通種がなく，ウニ動

物群は独自性を示している．動物群の特徴に関連して，

固有種及び近似する外国種の数を第8表5）に示す．

　本邦の前期白亜紀ウニ動物群については，全体として

環地中海区，すなわちテチス区（TethyanR・ealm）との古

生物地理上の関連が大きいが，一方その北側の北ヨーロ

ッパ区，すなわち北方区（North　TemperateRelam6）；こ

こではテチス区の要素が減少）との関連も認められる．さ

らに前期白亜紀の後期（アプチアンーアルビアン）では，

北米湾岸区やマダガスカル区との関連も加わってくる．

本邦の後期白亜紀ウニ動物群では，テチス・北方区の様

相を示すほかに，インドーマダガスカル区（ここでは南

アフリカも含める）との古生物地理的関連が著しくなる．

世界的にかなり広い分布を示すが，特に北ヨーロッパ区

に大発展したE6h吻ω7鎚，ハ4獅α5卿が日本の後期白亜紀

ウニ動物群においてかなり劣勢である点は注目すぺきで

ある．

　なお，本邦と北米太平洋岸地域のウニ動物群には若干

の共通属があるが，それらは両地域以外にも世界的に広

く分布するものであり，しかも両地域間には近似種が認

5）　この表に示した環地中海一北ヨーロッパ区の各種の主分布域は環

　地中海区であり，アルビアンの1種だけが逆に北ヨーロッパ区に

　ある．なお，両区の境界はSMITH（1984）に従った．

6）KAUFFMAN（1973）は，白亜紀二枚貝の生物地理に関して，

　“Borea「’の代りにNorth　Temperate　Realmの用語を提唱

　した．ここでは，SMITH（1984）の白亜紀ウニの生物地理におけ

　る北ヨーロッパ区に対してこの用語を用いた．ただし，両区の南

　限の位置は多少異っている．
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　　　　　第8表　本邦産白亜紀ウニ化石における類似外国種及び固有種の数

Number　offbreign　species　related　to　and　endemic　species　ofthe　Japanese　Cretaceous　echinoids。

年代

Age

マストリヒチ
アン
Maastrichtian

カンパニアン
Campanian

サントニアン
Santonian

コニアシアン
Coni翫ci批n

チューロニ
アン
Turonian

セノマニアン
Cenomanian

アルビアン
Albian

アプチアン
Aptian

バレミアン
Barremian

ベリアシアン
Berriasian

類似外国種の分布地域　Distributionofrelatedfbreignspecies

北ヨーロ
ツパ区
North
Europe－

an
P「ovlnce

2

1

2

1

環地中海
一北ヨー
ロツパ区

1

2

1

4

環地中海
区

Circum－
Mediter一
　　　　な　

province

1

1

1

5

5

7

1

インド
Indi＆

1

3

2

1

2

マダガス
カルー南
アフリカ
Mada－
gasca「一
South
　A丘ica

2

1

2

1

北米湾岸
区
Gulf
Coastal

prOVlnce

1

3

米国東岸
Atlantic
coast，

U．S．A，

1

1

ソ連トル
キスタン
Russian
Turke－

stan

1

1

本邦種　Jap＆nesespecies

固有属
の種
Species
of
endemic
genUS

1

2

1

1

1

1

比較不
能種
Not
compa－
　rable

2

3

1

4

3

2

1

全種数

Total
number

1

9

10

6

6

2

14

7

13

2

められない．北米の太平洋岸地域と湾岸地域との関連性

は全体として小さいが，白亜紀の中期（アプチアンーセノ

マニアン）では“メキシコ海峡”の存在によって多少強く

なったといわれている（DuRHAMandALLlsoN，1960）．こ

れに関連して，日本のアルビアン種に北来湾岸区との類

似種が見られることは興味深い．

7。結　　論

　本邦では，ウニ化石が白亜系中の諸層準から産する

が，バランギニアンーオーテリビアンからは知られてい

ない。25属64種が識別され，Sp＆tangoidaに属するも

のが優勢である．下部白亜系ではToκα蜘7，勘観雄％

挽緋α5卿，Eρ蜘獅，P卿40ωα5h伽5雄に属する若干種が

年代指示者として注目される（第4表）．特に，バレミア

ン（秩父帯のK2，すなわち有田統）産の数種は特徴化石

として重要である．上部白亜系のウニでは，飾痂α5紛の

若干種が対比に有効な特徴化石となり，！vψo鰯餅の1

種も上部白亜系の上部を特徴づける（第4表）．

　ウニ化石は種類によって特定の岩相から卓越して産出

する傾向がある（第6表）．この点は，周知のように殻の

形態・器官の機能形態と生息場所や生活様式との関連で

説明される．その具体例として，下部白亜系宮古層群の

ウニ化石群の場合について考察を行った．

　ウニ化石動物群には世界的に広く分布する属が多い

が，他方わずかながらも本邦固有の属（前期白亜紀の

P56％40ωα5h吻5紛，後期白亜紀の1Vψoπα5紛，Oo74α5蜘窺）

もある。外国との共通種がなく，動物群は種のレベルに

おいて独自性をもっている．動物群の構成要素は産状の

点で白亜紀前期と同後期との間に大差を示す．前期白亜

紀の動物群には，泥質相群集（Spatangoidaの諸属で代表
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される）と砂質相群集（Spatangoida以外の要素を主とす

る）が識別される．後期白亜紀の動物群では泥質相群集

（伍雁α5紛が卓越）が代表的である．白亜紀ウニ化石動

物群は，全体として北方区も含めてテチス区との古生物

地理的関連を示し，後期白亜紀に入ると殊にインドーマ

ダガスカル区との関連も目立ってくる．
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本邦産白亜紀ウニ化石（田中啓策）
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　　　　　　　　　　　　　不正形ウニの形態略図
　　　　　　　　Morphologica1色atures　ofirregular　echinoids。

＝上面（反口側）

1前歩帯，2前対歩帯（花紋状），3後対歩帯（花紋状），4

6前溝，7前縁切り目，8囲肛部，9周花帯線
・下面（口側）

1歩帯，2間歩帯，3後間歩帯，4囲口部
；後方面

黒色部囲肛部

；頂上系（ethmophractタイプ）

1眼板，2生殖板，3穿孔体
；歩帯

1孔帯，2対孔（歩帯孔）

｛⑳　　⑪⑳　鰯画

⑱　　面
⑪　唖』

織⑪　皿

2

間歩帯，5頂上系
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